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中国の少数民族教育は、常に「国民統合」を最も重要な目的とし、民族教育も漢族と分
離せず、統合教育を実施している。2000 年代の少数民族教育支援は、「国民統合」と「社
会的弱者の救済」という 2 つの目的のバランスを取るための工夫を凝らすことになる。こ
ういう国民統合のさらなる実現と社会的弱者救済の有効な措置として、2つの課題を同時に
意識して取られた解決策の 1つが、1990年代から出てきた「内地新疆班」というものだ。 
2000年から、北京、上海など 12の発達した都市の重点高校に内地新疆班と呼ばれる特別
クラスを設けた。このクラスは新疆出身の少数民族学生を対象として、彼らを新疆以外の
相対的に教育の発展した地区で教育を受けさせることを目的とした施策である。新疆班の
学生募集に関しては、「少数民族出身の農牧民の子女が募集定員の 80％以上を占める」と
定められている。また、政府はこれらの在校生に経済的な補助を提供し、学生が負担する
のは毎年の寮費、医療費などを含め 900人民元（約 15,000円）のみである。さらに、貧困
家庭に対しては、この経費についても、半額減免または全額減免措置が取られている。 
従来の先行研究は、民族優遇政策に関する理論的な展開を分析し、新疆班の少数民族学
生に関する教育支援の面で様々な提案をし、現場で実践的な応用を試みようとするものが
多くみられる。しかしながら、本研究の関心は社会的弱者の視点から見る中国の発展地域
における「民族クラス」であり、先行研究ではそういう視点からの研究はない。内地新疆
班の学生のナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティはどのような
変化があったのか、また、同じ新疆出身であっても、北部新疆（北彊:相対的には豊かで、
漢文化の影響はやや大きい）と南部新疆（南彊:発展が遅く、ウイグル族が最も集中して居
住している）によって違いはあるのかどうかについての調査研究は、見つけることはでき
ない。 
 本研究では中国の首都北京市における内地新疆班を事例にして、その実態や学生のアイ
デンティティ変化を明らかにしたい。その上で、「内地新疆班」という少数民族に対する
教育支援政策を切り口とし、教育による脱貧困の現状と、「国民統合」と「弱者救済」の
効果を考察することを本研究の目的とする。 
 研究方法としては、北京楊鎮第一中学の高校預科班、高校一年、高校二年、高校三年か 
ら調査対象 120 人を抽出し、アンケート調査を実施した。また、新疆班から卒業した 3 名
の少数民族に対して、各自の人生と新疆班の間にどのような絆があるのかについてインタ
ビューした。その後はメール、ネット掲示板などを通じて、補充調査を行った。 
 筆者は 2017年 12月と 2018年 8月に、北京楊鎮第一中学で新疆班の現役学生 800人の中
から 120 人を抽出して、アンケート調査を実施した。調査票回収数は 117 票で、有効票数
は 117票で、有効回収率は 97.5%である。ナショナル・アイデンティティとエスニック・ア
イデンティティの検定方法に関して、本研究では行動的モデルと認知的モデルに重点を置
いた。行動的標識は主にコミュニケーションと文化参加の程度を測定することでアイデン
ティティを考察する。例えば、生活や学習での言語使用の状況、人間関係、実家との連絡
と関係維持などを測定し、結果を分析する方法である（Weisman 1972 ）。認知的側面の測
定においては、民族集団の凝縮程度、文化に対する自覚程度（Weisman 1972 ）、価値同化
の程度(Szapoczni 1978)などの態度に対する検定方法である。 
 アンケート調査から集計したデータとインタビュー調査結果を分析してみると、国民統
合の面では、行動的側面におけるナショナル・アイデンティティはエスニック・アイデン
ティティより高く、認知的側面におけるナショナル・アイデンティティはエスニック・ア
イデンティティより低いという結果が得られた。また、新疆班政策の経済的援助について
の調査を通して弱者救済の問題を考察すると、一般的に生活が豊かな北彊の人たちが新疆
班政策で楽になったと思っているが、大部分は貧困地域で生活している南のほうの人たち
はどちらかというと、大変になったと感じているという結果が得られた。 
今回は聞き取れた対象者は 3 名しかいないが、アンケート結果と聞き取り調査から、い
くつかの可能性があると思う。ナショナル・アイデンティティも、エスニック・アイデン
ティティも、内地新疆班の経験によって、両方とも強まった人と、両方ともあまり強くな
い人もいそうである。新疆班教育の経験はまだ浅いなか、国民統合と弱者救済を達成する
ために、教育の質保証及び学生受入の拡充にどのように取り組むのか、改善すべき課題は
まだ多いように思う。 
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はじめに 
 
 中華人民共和国は建国当時から「民族の分離権を認めず」「統一した多民族国家」「民族
区域自治」という、民族政策における 3大基本方針を打ち出し、国民統合を目指してきた。
民族区域自治政策の下では、中国は国内の諸少数民族に対して自治権は認めるが、中国国
家からの離脱の権利を含む自決権については認めていない。本論で扱う教育分野において
も、少数民族の言語や文化を維持・発展させる民族教育よりも国民教育のほうをより重視
し、常に「国民統合」を最も重要な目的としてきた。憲法や「国家通用語言文字法」では、
民族地区において国家通用言語文字（漢語・漢字）の普及を加速化すると同時に、各民族
の言語文字を科学的に保護することを謳っている。それに基づき、20世紀 80年代から各地
で双語教育（バイリンガル教育）が実施された。また、1985 年、より円滑に国民統合を促
進するために、内地新疆班・西蔵班の取り組みが始まっている。 
改革開放路線以降、中国は 30年以上の高成長を維持し、国民の生活水準が大幅に向上し
た。しかし、経済発展とともに貧富の格差がますます拡大し、一般の人と比べ、安定した
日常生活が保証されず、生活に苦しんでいる社会的弱者の問題が政府の最大の関心事とも
いわれるぐらいになってきた。これらの社会的弱者の中で、教育支援の恩恵を十分に受け
ていない集団の一つが少数民族である。李（2009）は高等教育機関への入学における少数
民族の優遇政策は現在存在しているが、民族平等をさらに進めるためには、この優遇政策
の強化が必要であると強調している。 
しかし、少数民族への優遇策を強調しすぎると、政府による漢族への逆差別的な政策だ
と批判されかねない。即ち、少数民族への優遇策を高めることは少数民族からの信頼を得
るには有効な手段だが、それが逆に、政府のガバナンスにとって極めて重要な意味を持つ
漢族からの支持を損なう可能性を高めてしまうという政策上のジレンマに陥ってしまう。
資源配分の格差が拡大するなか、各階層間の関係の再構築にとって不利な状況になってし
まいかねない、つまり、国民統合の成果の否定につながりかねないという政治的リスクを
はらんでいる。 
以上のことから、2000 年代の少数民族教育支援は、「国民統合」と「社会的弱者の救済」
という 2 つの目的間のバランスとることに工夫を凝らすことになる。その典型例が、中国
国務院が 1999年 9月に「関与進一歩加強少数民族地区人材培養工作的意見」という通知文
書を出し、発展地域の 12 都市の 15 カ所の高校で設置した「内地新疆班」と呼ばれる特別
クラスである。この取り組みは西部地域の人的資源開発の重要な一環として位置づけられ
ているが、「内地新疆班」の学生を募集するにあたり、様々な補助金があり、特に貧困家庭
出身の少数民族を優先採用対象とすることからみると、「内地新疆班」の取り組みは国民統
合だけでなく、弱者救済という観点もあるのではないかと考えられる。本論では、「内地新
疆班」はどのような形式で教育支援を行っているのか、国民統合に対してどのような役割
を果たしてきたのか、内地新疆班で教育を受けた学生たちのナショナル・アイデンティテ
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ィやエスニック・アイデンティティにどのような変化があったのか、これらの問いを明ら
かにしていく。その上で、「内地新疆班」という少数民族に対する教育支援政策において、
「国民統合」と「弱者救済」の関係性を探ることが本研究の目的である 
具体的には、中国の首都北京市における内地新疆班を事例にして、現地での学生へアン
ケート調査と卒業生へ聞き取り調査を行い、上記の問いについて考察する。 
 
第 1章 特別な立場にある少数民族 
第 1節 社会的弱者としての少数民族 
1.1.1 中国の少数民族の現状 
少数民族の人口と分布 
中国は漢民族と 55の少数民族から構成される「統一した多民族国家」である。総人口 13.4
億人のうち、漢民族が 12.26 億人なのに対し、少数民族の総人口は約 1.2 億人であり、全
国人口の 8.49％に過ぎない（2010 年現在）。しかし、少数民族の分布地域は非常に広く、
その居住地面積は約 616 万平方キロで、中国の総面積の 64％以上にも及んでいる。その地
域の大部分では漢民族といくつかの少数民族と雑居し、他の部分では少数民族が集中居住
している。しかし、漢民族は主に東部の沿海の肥沃な平原地帯に暮らし、経済や政治や教
育や医療条件など全ての面で発達している地帯に住んでいるのに対して、少数民族の分布
地域は主に西北、西南、東北の辺境である。少数民族の生活地域は全国土の十分の六を占
めているが、寒帯や乾燥帯に生活し、可耕地は少ないため、以前は貧困だけではなく、飢
餓も多いことが課題になっていた。しかし、農耕、遊牧、狩猟などの生活スタイルのほか
に、経済発展につれて、一部の少数民族は辺境地域から都市部に移り、生活スタイルも新
しく変わってきているが、漢民族と少数民族の間でアンバランスが生じ、不平等を感じる
場合が多いのである。この問題を克服するために、少数民族に対し、色々な政策採られて
きた。例えば、少数民族の集住地域では民族自治地方として 5 つの自治区、30 の自治州、
120の自治県・旗がおかれ、独自の法律、制度を設けることができる。 
 
少数民族の社会発展 
1949 年以前、少数民族地区の経済、文化、社会の発展が極めて立ち遅れ、大部分の少数
民族は主に農業、牧畜業の生産に携わり、彼らは極めて貧しい暮らしをしていた。新中国
成立後、政府は少数民族地区に対して特殊な支援政策や措置を取り組んで、資金、技術、
人材などの面から扶助し、少数民族地区の経済発展と社会進歩を促進した。統計によると、
1998 年、民族自治地方の工農業総生産額は 1949 年の 36 億 6,000 万元から 8,523 億 5,000
万元に増加した。1998 年の民族自治地方の鉄道、道路、郵送ルートの総距離はそれぞれ１
万 7,100キロ、37万 6,400キロ、113万 5,400キロに達し、1952年の 4.5倍、12.8倍、8.6
倍であった。食糧生産量は 1,581 万 5,000 トンから 7,150 万トンに、大家畜注 1は 2,439 万
2,000頭から 5,564万 7,000頭に増加した。少数民族の生活は大きく改善されてきた。1997
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年、中国の民族自治地方の農民の一人当たり純収入は 1,633.11 元となり、1980 年の 21.5
倍で、一人当たり食糧保有量は 424.4 キロとなり、1978 年の 1.5 倍で、従業員の平均賃金
は 5,593元となり、1981年の 7.9倍になった注 2。 
ところが、1980年代以降の近代化政策から生み出された予想もしなかった最大の事象は、
地域間さらに民族間の経済的格差を拡大させたことである。民族間に存在する経済格差の
解消を求める声が出てきており、そうした権利主張は、やがて民族文化の保持と教育分野
にも及ぶものと思われる。これらの問題を解決していくためには、多民族の共存という国
家統合の新スタイルが問われるであろう。現在、多民族・多宗教・多文化社会である中国
では、市場経済の浸透と社会変動の加速によって、大規模な民族移動、例えば出稼ぎや移
民の流れなどの中で、ますます異なる民族や宗教の相互接触が深まり、かつ拡がり、一方
では融和と協力を生み出している。これからの中国の民族問題と教育対策は、さらに厳し
い挑戦に直面することになるに違いない。その中で民族教育を発展させるためには、教育
制度の改革を経済体制の改革の中に組み込み、その重要な一環として捉えていくべきであ
る。また民族文化、教育の面では、その地域と民族の言語、文化の特徴や経済的状況に応
じて行うことが大切であり、民族教育が現在直面している厳しい状況も注目されることに
なろう。 
 
国家にとっての脅威―辺境における民族の独立活動 
民族分裂主義者の言論や、新疆やチベットなどの地域における独立事件にみられる民族
地域の独立活動が近年、頻発している。特に 1990年代以後、新疆ではウイグル人をめぐる
諸事件が発生してきた。その背景には、現代中国における諸政策がウイグル人の不満を惹
起する面をもつこと、在外民族主義組織の活動が活性化したことなどがある。これに対す
る中国政府の対策は、ウイグル人に対する管理と統制の強化とともに、「西部大開発」によ
る経済格差の解消を通して少数民族の不満の減圧を図るというものである。これは、ウイ
グル人の国家への統合性を高める上で、強力な手段による民族主義的傾向の抑圧と、「優遇」
による中国国家への求心力の確保という、対照的な 2 つの側面からのアプローチが採られ
たことを示している（新免 2003）。 
現代中国の民族問題は、社会主義建設時期の各段階を通して存在している問題であるた
め長期性を帯び、同時に、社会の政治、経済、文化生活の各分野と関係があって、その表
現スタイルもさまざまであるため、さらに複雑性があり、加うるに宗教問題、多国籍民族
問題、および民族分立問題と国際情勢の影響により、国際性をも有している。しかし明ら
かにいえることは、いずれの問題もやはり「民族間の事実上の不平等」を起点として生ま
れたものであり、「民族間の関係」という内実をめぐって引き起こされたものであることだ
と新免は指摘する。 
以上のことから、辺境における少数民族の集住地域はそのエスノナショナリズムという
面から、多民族国家として定立された中国の国家統合の上で鍵を握る地域であるといえる。 
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1.1.2 中国における社会的弱者 
2002 年 3 月、中国の全国人民代表大会における朱鎔基首相の政府工作報告の中で「弱勢
群体」は現在の中国において非常に重要なポイントであると述べ、「弱勢群体」という言葉
が初めて使われた。この報告は、「積極的就職と再就職の促進は国民の収入を増やす重要な
ルートである」と指摘し、さらに「『弱勢群体』に対して特別な就職支援をしよう」と強調
した（朱 2002）。この報告において取り上げられた弱勢群体の対象や基準が明確ではない
ことが読み取れる。当時、社会弱者という概念の形成はまだ芽生えたばかりだった。その
後、社会的関心がどんどん高くなったため、中国国内の学術界でも弱勢群体に関する多様
な解釈が生まれた。 
2002年の「政府工作報告」のように、弱勢群体は、①一時帰休者（レイオフ）、②体制の
外の人、③出稼ぎにやってきた農民工、④早期退職した「体制の内の人」という 4 種類を
指すという見解もある（何 2002）。その一方で、弱勢群体とは都市の貧困者、失業や一時
帰休者、障碍者、子ども、高齢者、病弱な人、災害に見舞われた人、農民工など幅広い対
象をあげる見方もある。 
2006年に財政部が出した「弱勢群体形成的社会経済背景分析」では、「弱勢群体を具体的
には、改革開放のもとで経済収入、社会地位、権利擁護や競争能力などの面においてすべ
て劣勢の位置にある集団を指す（失業者や一時帰休者、長期間大病・重病の者、特に困窮
している老人や障碍者などを含む）」注 3。この分析によると、中国の弱勢群体と称される社
会的弱者は、重病や身体機能の障害や低下、また権利の保障や発展の機会が十分でないこ
となどが影響し、社会において弱い立場におかれている人々を指すと捉えることができる
だろう。 
このように、中国社会における社会的弱者を意味する弱勢群体の捉え方はさまざまであ
る。法学研究者の余（2008）は次のように弱勢群体の解釈を示している。弱勢群体の「弱
勢」は、経済的貧困、あるいは基本的権利がシステムの中で保障されるに至っていない状
況、またはいずれも兼ねている状況を指すという。また、弱勢群体という概念は、身体能
力や身体機能の特性に基づくのではなく、社会における位置づけや生存状況に基づいて定
義する必要があると述べている。 
以上のことから、社会的弱者を表す弱勢群体について、中国ではやや見解に幅がみられ
るようだが、ここでは埋橋孝文の定義を取り上げたいと思う。社会的弱者は経済改革及び
社会改革の過程で、社会参加に平等な機会を得られないことによって、社会地位、生活条
件、権益条件などが劣勢状況に陥り、本人自身の力で一般社会の生活状況に戻れず、政府
および社会の支援を必要とする人々である（埋橋 2012）。少数民族は弱者であるというこ
とは先行文献の中で言及されていないが、以下の状況から見ると、貧困地域で生活してい
る少数民族は社会的弱者の範疇に入るものと筆者は考えている。 
今日の中国では、沿海地域の急速な発展により、内陸の優秀な科学技術人材が東部の待
遇の良い企業に引き付けられ、都市と農村間の経済格差または地域間の経済格差で貧困農
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村と発展の遅い地域に住んでいる人々は中国の社会的弱者の多くを占めている。2010 年、
少数民族は、人口は総人口の 8.49％を占め、GDP は GDP 総額の 10.2％であり、地方財政収
入は全国地方財政収入総額の 7.8％しかない。一人当たりの GDP は 18,091 元であり、全国
平均の 27,600元を大きく下回っている。経済発展の最も速い東部地域（40,800元）との差
が大きく、半分以下となっている。東北地域（28,566元）と中部地域（19,862元）のいず
れよりも低く、発展が遅れている西部地域（18,256 元）に近い水準である。一人当たりの
財政収入においても、少数民族地域は 1,391元であり、全国平均（2,443元）と各経済地域
（東部地域は 3,878元、東北地域は 2,499元、中部地域は 1,415元、西部地域は 1,649元）
のいずれよりも少ない注 4。少数民族地域の経済発展の遅れは明確である。 
 また、教育面では、哈斯額尓敦は次のように説明している。 
 
中国の少数民族教育は 50 年の時間を経ており、「文化大革命」を含む様々な曲折を
経たとはいえ、「少数民族教育政策」、「少数民族に対する特別な施策と措置」のもとで
少数民族の教育事業は段々に発展してきたといえるが、まだまだ厳しい状況が沢山存
在している。少数民族の教育発展について次の数字でみてみよう。1950 年に中国の大
学、中小学校の在学者数における少数民族在学者数の比率はそれぞれの 0.9％、0.4％、
0.2％であった。1993年の統計によると各レベル各種類の普通学校における在籍少数民
族の学生人数は 1,576.92万人に達し、新中国成立初期の 16.92倍となった。また、少
数民族の専任教師は 74.98万人である。中国では少数民族が比較的集中している県（中
国の行政単位は省、地区、県、郷豊津に分かれている）は 500 余りあるが、そのうち
の 200 余りの県ではすでに六年間の義務教育が普及されている。文盲比率注 5は建国初
期の 80％から 1993年の 30.1％に減った」注 6（哈 2005,270） 
 
2000年の人口センサスによる、全国 15歳以上の文盲である人は 8,699万人だ。その内の
漢民族は 7,585万人であり、少数民族は 1,114万人である。即ち、文盲率全体からいうと、
漢民族の文盲人口が 87.2％を占め、少数民族が 12.8％を占めている。2000年の統計による、
中国の文盲率は 9.08％であり、漢民族の文盲率は 8.6％であり、少数民族の文盲率は 14.62％
である。各民族の文盲率は表 1に示した通りである。 
 
表 1 2000年中国各民族人口の文盲率（％）注 7 
民族 計 男性 女性 
漢民族 8.6 4.51 12.86 
モンゴル族 8.4 5.41 11.24 
回族 17.77 11.77 23.9 
チベット族 47.55 35.14 59.66 
ウイグル族 9.22 8.37 10.11 
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民族 計 男性 女性 
ミャオ族 19.83 10.74 29.51 
イ族 23.2 14.65 32.09 
チワン族 6.83 2.61 11.24 
プイ族 23.77 11.02 37 
朝鮮族 2.86 0.91 4.77 
満州族 5.54 3.47 7.76 
トン族 10.87 4.89 17.45 
ヤオ族 9.32 4.97 14.12 
ぺー族 10.99 5.22 16.98 
トゥチャ族 11.71 5.94 18 
ハニ族 29.76 19.52 40.62 
カザフ族 2.68 1.88 3.48 
タイ族 15.71 10.16 21.19 
リー族 12.09 6.67 17.86 
リス族 32.54 23.87 41.79 
ワ族 23.51 18.1 29.22 
シエ族 11.81 7.44 16.96 
カオシャン族 5.58 4.17 7.29 
ラフ族 23.72 19.66 28.05 
スイ族 22.06 9.34 35.72 
ドンシャン族 62.88 50.21 75.94 
ナシ族 15.21 7.97 22.48 
チンポー族 15.71 11.04 20.12 
キルキズ族 9.05 6.79 11.41 
トゥ族 23.2 13.4 33.38 
ダフール族 3.46 2.5 4.39 
ムーラオ族 5.96 2.33 9.83 
チャン族 9.42 5.42 13.57 
プーラン族 23.43 15.62 31.96 
サラール族 49.11 29.4 69.8 
マオナン族 7.52 2.86 12.71 
コーラオ族 18.23 8.63 29.42 
シベ族 2.74 1.75 3.82 
アチャン族 13.56 7.17 20.1 
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民族 計 男性 女性 
プ三族 30.06 15.82 44.58 
タジク族 13.32 9.56 17.27 
ヌー族 32.02 24.11 40.72 
ウズベク族 2.5 1.93 3.14 
オロス族 3.64 1.99 5.06 
エヴェンキ族 3.81 2.9 4.63 
トーアン族 21.25 15.98 26.54 
バオアン族 55.94 36.99 75.14 
ユグル族 14.62 8.81 20.47 
ジン族 7.92 1.94 13.39 
タタール族 1.98 1.44 2.59 
トーロン族 26.8 18.66 34.48 
オロチョン族 3.48 2.91 3.96 
ホジェン族 3.06 2.19 3.93 
メンパ族 56.21 49.4 62.91 
ローバ族 50.79 44.7 56.76 
ジーヌオ族 17.13 13.8 20.52 
 
新疆では 47の少数民族が生活している。その内、ウイグル族、カザフ族、回族、キルギ
ス族、モンゴル族、シベ族、タジク族、ウズベク族、満州族、ダフール族、オロス族、タ
タール族の 12 の少数民族は新疆地域の居住年数も長く、人口も多いし、この 12 の少数民
族の文盲率はそれぞれ 9.22％、2.68％、17.77％、9.05％、8.4％、2.74％、13.32％、2.5％、
5.54％、3.46％、3.64％、1.98％である。20 世紀 90 年代から、「科教興国」注 8戦略の実施
や九年義務教育の普及によって、教育体制も日々整っていき、新疆の少数民族の文化水準
も著しく向上した。ところが、人口資質の現代化程度はまだ普遍的に低い。2005 年の 1％
人口センサスにより、新疆の 15 歳以上の少数民族は 880.43 万人であり、その中で文盲人
口は 81.57万人、15歳以上の少数民族人口の 9.26％を占め、2000年の人口センサスの調査
結果と比べて、0.01％減った。しかし、新疆全地域の 15歳以上人口の文盲率より 0.94％高
く、漢民族の文盲率より 2.2％高い（新疆 2005年 1％人口センサス抽出調査による）。新疆
の居住人口は 2,008.15万人のうち、1,210.12万人は少数民族であり、総人口の 60.26％を
占める。このことから、少数民族の人口素質の現代化程度は新疆の科学技術、文化および
地区経済、社会、環境の発展に対しても重要な意義を持っているといえるだろう。 
埋橋の定義を踏まえ、本論では、辺境に住む少数民族を中国における社会的弱者の典型
と捉え、権利や発展の機会、生活上の物質などの方面に何らかの不利な条件があることで、
社会的劣勢におかれている少数民族を本研究の調査対象として取り上げたいと考えている。 
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第 2節 国民統合を主眼とする民族政策 
1.2.1 中国共産党による少数民族政策の中心――民族区域自治 
 新中国が成立以来、中国政府は各民族がともに団結奮闘し、ともに繁栄・発展するとい
うことをテーマにし、民族平等や民族団結、民族区域自治、各民族の共同繁栄を基本内容
とする民族政策体系を構築した。そのうち、中国共産党は、民族問題を解決する基本的政
策として、民族区域自治を国家の重要な政治制度に位置付けている。この政策の下で、中
国は国内諸少数民族に対して自治権を認めるのみで、中国国家からの離脱の権利を含む自
決権については、全て認めていない。民族区域自治とは、国の統一的指導の下、各少数民
族が集中して居住する地方において民族自治地方を設立し、その自治機関たる人民代表大
会と人民政府に自治権を付与する制度である。 
 民族の平等・団結と国民統合、国家統一の維持は民族区域自治の重要な課題である。中
国の少数民族は各民族として独自でありながら、漢民族とともに血と汗を流し、「中華民族
の一員」として中国に包摂されることになり、かつ国家からの分離独立権が法的に否定さ
れた。「中華民族多元一体構造」論によれば、少数民族は次元の異なる「複合的アイデンテ
ィティ」を持つ。「複合的アイデンティティ」とは、自民族の一体感（帰属意識）と、それ
よりも高いレベルの漢民族を中心とする中華民族の一員であるという中華民族の一体感
（帰属意識）である（芒 2006）。少数民族は二重のアイデンティティを持つということは
明らかにしているけど、自民族の帰属意識と中華民族の帰属意識について、どちらかがよ
り高いのかは断言できないだろうと筆者は考えている。 
 1949年 10月の「中国人民政治協商会議共同綱領」、1952年の「中華人民共和国民族区域
自治実施要綱」、1954年の「中華人民共和国憲法」などの諸文書において、「民族区域自治」
が強調され、中国は統一した多民族国家であり、各少数民族自治地方は、いずれも中国の
切り離すことのできない一部であることを重ねて明記している。中国の民族区域自治にお
いて、民族融合、国民統合、国家統一の維持や促進は最重要な意義を持っている。民族自
治機関の設立、行政区画の構成及び自治権を定めることなど、民族区域自治の全般におい
てこの精神が浸透しているように思われる。民族自治地方は中央政府による統一的指導を
受け、国家の憲法と法律に忠実にし、その枠内で少数民族として享受できる自治権が付与
されている。さらに、民族自治地方に居住する漢族の政治参与も保障され、人口の最も多
い主体民族の役割は相対化された。 
 同じ社会主義国家であるソ連と違い、中国の指導者は中国の敵対勢力が新疆、西蔵、台
湾を分裂させようとしている状況が存在するとの強い危機意識から、分権的な連邦制では
なく、授権的な中央集権制を骨子とする民族区域自治の採用を決定したのである（周恩来 
1949）。つまり民族区域自治を採用したのは国境周辺部に集中する少数民族地域を支配的に
統治することによって、対外的安全保障を確保したいという政治目的があったからである。
こうして今日まで続く民族区域自治という中国共産党の民族政策の大原則が形成されたの
である（星野 2009）。 
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1.2.2 中国少数民族地域の教育政策 
一方で、中国政府は少数民族と漢族の間の政治的・経済的「格差」をなくして民族「平
等」を達成するため、少数民族に対して「西部大開発」などの援助政策を取っている。他
方で、中国の少数民族政策の基礎は「各少数民族は一律に平等」であるため、ここから導
かれて、中国の少数民族教育は、「民族平等」を前提として、少数民族を対象とした様々な
教育面の優遇政策と特別措置実施された。 
「国は、民族学院を創設し、高等学校（筆者注：大学などの高等教育機関のこと）に民
族組、民族預科を設け、少数民族の学生を専門に募集・採用するとともに特別の学制募集、
特別の定員配分という方法をとることもできる。高等学校及び中等専門学校は、新入生を
募集・採用するにあたって、少数民族の受験生に対しては、採用基準および条件を適宜に
緩める」（小川 2001，76）。 
「民族区域自治法」では少数民族への優遇政策について以上のように定めている。とこ
ろが、国家は少数民族の言語、文字、伝統文化を尊重していると同時に少数民族を「国民
国家」へ統合させる教育政策も実施している。少数民族にとって、中国が祖国であること、
少数民族も中華民族の一員であること、少数民族の歴史が中国歴史の一部であることなど、
少数民族は中国文化の中により深く包摂されているという国家、民族、歴史、文化の共有
認識を育むことが、中国政府の狙いである。例えば、少数民族に対してバイリンガル教育
を実施する過程で、漢族学校と少数民族学校の合併、少数民族教師部隊の建設の強化、内
陸で少数民族学校や高校班が開校されており、実質的には少数民族に対する漢語の国語化
が目指されている。中国少数民族教育の流れと新彊の漢語教育を表 2に示した。 
 
表 2 中国少数民族教育の流れと新彊の漢語教育注 9 
年代 少数民族教育 新疆の漢語教育 
1949-57 初期の多元主義段階 
少数民族言語教育の支援 
建国以前からの既存の学校体系を引き継
ぐ⇒民族学校 
漢語教育の導入、選択科目としての漢語 
1958-77 中華独占主義の時代と文化大
革命 
ピンインによる表記体系への
統一化 
必須科目としての漢語導入 
ピンイン表記のウイグル語表記体系導入
民考漢の出現と増加 
1978-現在 第二次多元主義段階 
1982 年憲法 
ボトムアップでの民族教育再
興 
トップダウンによるアラビア文字表記体
系導入 
漢語教育の開始学年引き下げ 
民漢兼通と双語教学⇒双語教育（2004～） 
新彊クラス（2000～） 
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双語（バイリンガル）教育と少数民族への大学入試優遇政策 
新疆ウイグル自治区が設立されて以来、各地域の中学校は漢語講義を設けてきた。少数
民族学生が大学に進学後、1～2 年間の中国語を勉強し、その後自分の専攻分野で教育を受
ける。基礎教育に関して、義務教育の普及を加速させるため、2013 年秋から南新疆の四つ
の地域（ホータン地区、カシガル地区、キズルキルギス自治州）と県、市、村に対して、
国家及び自治区が貧困地域をサポートし、56の県で 205万の学生に対して、教科書代無償、
雑費無償の制度を実施した。また、近年では、新疆の少数民族教育事業発展の重要な戦略
である「双語」教育（少数民族言語と漢語）の強化と、大学に新入生を募集する際に少数
民族受験生に対して低い採用合格ラインを設ける優遇政策についての研究が多い。例えば、
楊（2015）は中国の少数民族のナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンテ
ィティについて詳細に述べている。他の研究者の意見と違って、民族優遇政策は少数民族
のエスニック・アイデンティティを強化するわけではないと指摘している。楊は、統計に
よって、双語教育は現代教育が目指している目標を達成し、エスニック・アイデンティテ
ィの養成と矛盾しないとともに、少数民族のナショナル・アイデンティティの強化を促進
することができる。双語教育が民族言語・文化の維持や発展と国民統合の実現を促す役割
があるだけではなく、少数民族に対して現代化プロセスの中で周辺化されることを避けら
れると指摘した。李（2005）によると、高等教育入学優遇政策は少数民族の結果平等を保
持することにより機会の不平等という潜在的な問題は埋められたが、実際には少数民族優
遇政策は事実上は実現できていない。高等教育機関への入学は優遇できているが、就職上
の優遇が保障できていないので、実質上の平等が実現しているとは言えないとしている。 
 
第 2章 「国民統合」と「弱者救済」を求める民族教育政策 
――「内地新疆班」 
第1節 新疆の位置づけ 
2.1.1 分離独立の動き 
新疆ウイグル自治区は中国の北西部に位置し、行政面積の最も大きな省であり、中国全 
国土の六分の一を占めている。ロシア、カザフスタン、キルギスタン、タジキスタン、モ
ンゴル、インド、パキスタン、アフガニスタンの 8 ヵ国と国境を接する。豊富な耕地、光
熱資源、鉱産資源、及び特色のある観光資源に恵まれており、中国の地域発展の戦略から
見ても非常に重要な地域である。 
住民はイスラム教を信じるトルコ系住民「ウイグル族」が多く、漢族が 4 割を占める。
2015 年まで、新疆の常住人口は 2,360 万人であり、宗教を信じる人口は 1,200 万人（その
うち、イスラム教を信じる人は約 1,130 万人）であり、新疆総人口の 50.8％を占める。新
疆における各種の宗教活動点計 2.48 万所（そのうち、モスクは 2.44 万所）は各教育機関
（幼稚園、成人学校、技工学校を除く）の 4.8 倍となり、宗教活動点で活躍している聖職
者は 2.93万人であり、新疆全地域高校の専任教員の 1.5倍となる（閻 2016）。 
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1930 年代、40 年代の 2 回にわたり、「東トルキスタン共和国」政府が樹立され、ウイグ
ル人を中心とするトルコ系民族の民族運動が顕在化した。その後独立の動きも活発であっ
たが、1949 年の中華人民共和国成立を経て、今日にいたる新疆ウイグル自治区となった。
1955 年に自治区ができて以降、漢民族の大量流入につれて、文化や宗教が抑圧されている
と訴えるウイグル族との対立が激化してきて、少数民族のエスニック・アイデンティティ
とナショナル・アイデンティティの間にも衝突が発生した。特に、1980 年代に警察の対応
に怒った学生たちが抗議行動を展開し、1990 年代以後はソ連崩壊に伴う中央アジア諸国の
独立の影響を受け、カシュガル南部で産児制限に反発した暴動が行って、50 人近くが死亡
した。ウイグル族の独立運動も活発になった。バス爆破や暗殺といった襲撃事件も後を絶
たない。 
その衝突の原因は 2つの面から分析できると考える。 
内因からみると、自治区が成立して以来、経済発展は確かに新疆へ巨大な影響をもたら
した。新疆が発展していた最初の 30年間、辺境地域と沿海地域の間でも、大衆と幹部の間
でも、大きな差がなかった。即ち国民と国家の利益関係では相対的に釣り合いを保ったの
で、エスニック・アイデンティティとナショナル・アイデンティティが重なって、辺境は
比較的安定した状態だった。しかし、新疆の特殊な地理環境と厳しい自然条件によって、
西部の辺境地域と沿岸部地域との格差が次第に拡大した。それに加えて、最初の計画経済
から市場経済へ転換することによって、新疆域内の北部と南部の経済発展が極めて不均衡
となった。こういう先天的な経済発展の不均衡によって、一般市民には貧富の差が広がり、
具体的には民族間の矛盾として現れた。少数民族の伝統的かつ遅れた生産様式や市場経済
の運営と合わない文化ゆえに、草の根の人びとは国家を代表する幹部や異なる文化を持つ
民族に対して、排外主義をとるようになった。そして、エスニック・アイデンティティと
ナショナル・アイデンティティの間に矛盾が発生した。その根本的な原因は、新疆におけ
る階級分化と民族的な矛盾が交錯しており、表面的には宗教、言語、習俗などの文化的矛
盾、本質的には階級分化である。特に、新疆南部地域において、少数民族の貧困人口は高
い比率を占めており、格差によって起った階級矛盾は民族的な矛盾と変換していき、続い
てエスニック・アイデンティティとナショナル・アイデンティティの矛盾となった。 
外因からみると、民族問題の国際化によってより複雑となった。中国の経済発展、総合
的な国力の上昇や国際社会への影響力が増大するにつれ、欧米では大国としての自信を持
ち始めた中国に対する脅威論も沸き起っていた。世界の 200 超えの国家のうち、約 73％は
多民族国家であり、中国はアジアで最も大きな多民族国家として、欧米諸国に強敵とみな
される。一方で、中国は国内総生産（GDP）世界第 2位の経済成長を達成しながらも、民族
地方の政治安定を確保するのが難しい。2009 年 7 月のウイグル騒乱について中国政府は、
広東省の事件をきっかけに、ウイグルの在外運動組織が利用してウルムチでの騒乱を発生
させたとの認識を示しているが、これはまさに民族問題、民衆による集団示威行動、対外
関係の相互連関を中国政府が警戒していることを示している。今回の騒乱で、特に 2005年
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3月にアメリカへ亡命したラビア・カーディルの関与を強調することで在外民族運動の封じ
込めを狙ったようだが、かえってウイグル問題を国際化する結果をもたらした（星野 
2010）。 
昔からウイグル人を中心とするトルコ系民族の民族運動が活発であり、近年もウルムチ
騒乱が発生するなど、まさに分離独立の動きが顕在化している。これは国民統合という理
念の実現にとっては最も危惧されるところだ。 
 
2.1.2 貧困問題 
 少数民族のほとんどは、資源が豊かで人口の希薄な国境周辺に集中しいている。全人口
の 8.49％に過ぎないマイノリティが中国の国家統合、経済統合、安全保障にとって極めて
重要になる理由はここにある。新疆ウイグル自治区は中国の北西部に位置し、その国境線
は 5,700 キロメートルに及ぶ。区都はウルムチ市である。豊富な土地、光熱資源、鉱産資
源、及び特色のある観光資源に恵まれており、中国の地域発展の戦略から見ても非常に重
要な地域である。また、巨大な開発潜在力も有している。新疆は昔から各国、各民族間の
政治、経済文化の交流拠点として重要な役割を担ってきた。その代表的な例がシルクロー
ドを通じた東西文化交流である。 
1978 年、改革開放という経済発展の政策が実施されてから、中国では高度経済成長期を
迎えた。その一方、中国では沿海部の都市を中心に経済発展が進み、地域間で経済格差が
拡大している。1986 年の全国人民代表大会第 6 期第 4 回大会で発表された「七五計画」の
中で、当時の中国は東部、中部、西部という 3 大地域に分けられた。表 3 のような地域区
分法はよく使われた。 
 
表 3 1986年の「七五計画」で発表された地域区分法注 10 
東部 遼寧、河北、北京、天津、山東、江蘇、上海、浙江、福建、広東、海南 
中部 黒龍江、吉林、山西、安徽、江西、河南、湖北、湖南 
西部 内モンゴル、陝西、寧夏、甘粛、新疆、チベット、青海、重慶、四川、
雲南、貴州、広西 
 
中国国家発展改革委員会によると、中国では東部・中部・西部の区分法は行政区画でも
なく、地理的概念上の区分でもなく、政策面の区分である。それゆえ、東部は最も早く沿
岸開放政策を実施して経済面では大きな発展を遂げた都市のことを指し、中部は経済が相
対的に発達した地域のことを指し、西部は経済水準がかなり低い西部地域のことを指して
いる。 
鄧小平の「先富論」の下で、西部地域は改革開放の波に乗り、中央政府は 2000年に西部
大開発という重要な戦略政策を打ち出した。2003 年から、東北地域の重大業国有企業改革
（民営化）と失業問題、エネルギー資源の枯渇などで、経済低迷状況の打開を目指して中
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国政府が東北振興戦略を示した。以前から使っていた 3 大地域の区分は 4 大地域の区分へ
と変更された。 
 
表 4 変更後の地域区分法注 11 
東部 河北、北京、天津、山東、江蘇、上海、浙江、福建、広東、海南 
東北部 遼寧、黒龍江、吉林 
中部 山西、安徽、江西、河南、湖北、湖南 
西部 内モンゴル、陝西、寧夏、甘粛、新疆、チベット、青海、重慶、四川、
雲南、貴州、広西 
 
変更後の区分は以上の表 4 のように示される。しかし、この 4 つの地域間では深刻な所
得格差が存在している。一人当たり GDP をみると、西部、中部、東北地域は東部の 38％、
45％、71％を占めた。 
本研究の対象である新疆ウイグル自治区は 3大地域、4大地域を問わず、西部地域の範囲
に入る。西部地域は国境を接する辺境地域であると同時に、多数の少数民族が居住してい
る地域でもある。全国 55 の少数民族人口（1.05 億人）の中で、50 の少数民族が西部地域
に集中しており、全国少数民族人口の 72％を占める。また、西部は貧困人口が最も多く、
深刻度も高い地域であり、少数民族貧困人口は全国農村貧困人口の 40％以上を占める。2003
年における中国では、「温飽問題」（最低限の生活水準）を解決できていない絶対貧困人口
は 2,900 万人であり、その中で、少数民族地域では 45％を占め、1,304 万人である。2007
年の統計報告によると中国の少数民族地域では、185 万人は自然災害に見舞われた注 12。そ
の他、多くの少数民族地域に住んでいる人たちは水の確保もできない地域で生活している。
以上のデータから、今日の中国では、多数の少数民族は極端な貧困状態にあることがわか
る。 
中国の少数民族地域から見れば新疆は貧困地域であるが、自治区の中においては、ウイ
グル地域の貧しさが目立っている。1994 年 3 月に中国政府は「国家八七扶貧計画」によっ
て、新疆ウイグル自治区の中での 25の県を貧困県と定めた。新疆ウイグル自治区は大きな
農畜産の省区であり、新疆総人口の 75％以上は農牧民である。2000年末まで、新疆では低
収入農牧民貧困人口は約 329万人であり、農牧民総人口の 36.5％に当たる。その中の 44万
人は農村貧困線（625元）以下の絶対貧困人口であり、特に新疆南部に集中している。この
ような所得が極端に低く、基本的な生活条件も満たない農牧民は新疆社会の社会的弱者で
あると言えるだろう。 
本研究の調査対象である内地新疆班の現役学生は新疆ウイグル自治区の中学校を卒業し
た学生である。また、新疆班の募集対象に関しては、教育部が 1999年に「関於進一歩加強
少数民族地区人材培養工作的意見」において、「新疆班に毎年入学する新入生のうち、少数
民族出身の農牧民の子女が募集定員の 80％以上を占めるものとする。それとともに、新疆
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ウイグル自治区の漢族出身の農牧民の子女も募集することは可能であるが、その人数を定
員の 10％以下であることを確保しなければならない」と定められている。この点から見る
と、「新疆班」政策は人材養成といった目的だけではなく、社会的弱者に対する教育支援と
いう側面を強く持っているといえるのではないだろうか。 
 
第 2節 内地新疆班 
2.2.1 内地新疆班とは 
新疆における遊牧地域教育の遅れを改善し、少数民族人材の育成を促進するため、最も
重要な政策の 1 つは、中国国務院が 2000 年の秋から北京、上海、南京などの 12 都市の 15
か所高校で「内地新疆班」を開校させ、特に新疆の農牧民出身の子女へ転地エリート教育
を受ける機会を提供していることである。この内地新疆班は「少数民族地域のための人材
育成と同時に、漢族文化にもなじませるという政府の思惑が込められた少数民族子弟エリ
ート育成政策」（アナトラ 2013，20）である。 
 
学生募集における優遇措置 
内地新疆班の学生募集に関しては、新疆ウイグル自治区教育庁が 1999年に出した「新疆
維吾爾自治区関於在内地部分経済発達城市開辦新疆高中班実施方案（試行）」において、「新
疆班に毎年入学される新入生のうち、少数民族出身の農牧民の子女が募集定員の 80％以上
を占めるものとする。それとともに、新疆ウイグル自治区の漢族出身の農牧民の子女も募
集することは可能であるが、その人数を定員の 10％以下であることを確保しなければなら
ない。発展の遅れた地域の少数民族学生に対して、一定条件を満たす女子学生を優先して
採用する」と定められている。 
政策色の強い「内地新疆班」制度は、国務院が打ち出した少数民族の人材養成を主目的
とする政策であり、特に辺境地域の少数民族学生に向けた措置である。2000 年 6 月に、教
育部が出した「内地新疆高中班管理辦法」の第 11条の規定に従い、新疆班の学生募集での
各民族別割合は、基本的に自治区内の少数民族の人口比率に合わせることとなっている。
「少数民族出身の農牧民の子女が募集定員の 80％以上を占めるものとする」という目標が
定められているため、新疆の各少数民族それぞれの分布や地域による学力差を考慮し、新
疆班の学生募集は、新疆全地域の「統一募集」と貧しい少数民族の多い地域に対する「計
画募集」の 2種類に分けられている。そのうち、「計画募集」では、少数民族が多い貧困地
域を考慮した上で、新疆南部のカシュガル、ホータン、アクス、クズリス・キルギス自治
州 4つ地域を主な募集対象とすることになった。 
 
選抜過程における公平性 
2004 年から、自治区新疆班辦公室は当該選抜過程に関する部分を公表するという「六公
示」制度を実施した。①地方ごとに試験の成績が発表される。②自治区教育庁は募集計画
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により、一定の割合で各地の健康診断の合格ラインを確定し、各地、州、市は教育庁から
打ち出された割合によって、健康診断を受ける受験生の名簿を公表する。③健康診断の結
果を発表する。④健康診断終了後、受験生の民族、出身校種別、政治審査、家庭環境、家
族の経歴などを総合的に判断し、档案（個人の記録簿）を作成し、その受験生の名簿を公
表する。⑤最終的合格者を決め、発表する。⑥最終的合格者の貧困等級を公表する。この 6
つの発表はそれぞれ 5 日以上公表され、受験生と親は教育部門の公式サイトまたは掲示板
を見ることができる。試験に合格した学生はパソコンのソフトによってランダムに各実施
校の新疆班へ分配され、学生自身は学校を選択する権利を持っていない。 
 
費用面についての優遇措置 
学生の学費は政府が負担する。農牧民の子女が優先的に採用されるために、学生が負担
するのは毎年の寮費、医療費などを含め 900 人民元（約 15,000 円）のみである。さらに、
貧困家庭に対しては、この経費についても、半額減免または全額減免措置が取られている。 
 
新疆班生活の 4年間 
 新疆班の修業年限は 4 年であり、何民族かにかかわらず、すべての在籍する学生に対し
て、1年目は「預科」に入り、2年目から高校１年に入学し、現地の高校生と同じように授
業を受ける形となっている。最初の 1 年、全員が「預科班」で国語（漢語文）を中心に、
文・理系の科目及び英語などの補習授業を受ける。こうした漢語教育は、少数民族にとっ
ては、民族語で授業を受け、漢語を 1 つの外国語に相当する科目として学習するよりも効
果が高い。一方、中央部・沿海地域の学生との学力差がそれほど大きくない新疆出身の漢
族学生にとっては、これらの科目の補習は必要ではない。 
 
2.2.2 内地新疆班の発展 
内地新疆班の開設準備期 
 改革開放後、中国政府は新疆の発展と建設を極めて重視し、辺境地域の貧困脱却を援助
しているものの、地理的位置、歴史的伝統と複雑な民族間関係のゆえに、新疆は経済発展
において様々な制約を受ける。また、20 世紀 90 年代以来、「東突」などのテロ組織は新疆
地域で常に活動を続け、3つの勢力（暴力テロ勢力、民族分裂勢力、カルト勢力）による脅
威が増し、特に少数民族青少年向けにテロリズムを浸透させてきた。新疆全域の安定及び
国の統一を確保するため、1996 年に中国共産党中央委員会が「中央政治局常委会関于維護
新疆穏定的会議紀要」（中発［1996］7号）を打ち出した。この紀要は 10の側面から、新疆
の長期的な安定を維持していく方針を示し、「計画的に一定の優秀な青少年を選抜して、内
地の学校に“留学”させる」はその 1 つである。これが内地に新疆班を設けることの序幕
を開いた。1999 年 9 月、教育部、財政部等の 4 つ部門が「関於進一歩加強少数民族地区人
材培養工作的意見」（教民字［1999］85 号）を公布し、「西蔵班の開設経験を参考にするこ
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とで、2000年の秋に発達した都市の重点高校に新疆班を開校する」とした（張・熊 2009）。 
 
内地新疆班制度の確立及びその成長 
 2000年、教育部は上記の「意見」により、「教育部関於印発〈関於内地有関城市開辦新疆
高中班的実施意見〉的通知」を出し、「祖国の統一を擁護し、大衆と密接なつながりを保ち、
革命事業に熱心を持っている優秀な少数民族人材養成に着目しなければならぬ」という教
育思想を明らかにした。また、同通知で教育部は内地新疆班の学生募集、教学方法、学生
管理、教員分配、教学経費などについて具体的に定めた。同年 5月 30日に「内地新疆高中
班工作会議紀要」（教民［2000］7号）が公布され、北京、上海、南京、天津、杭州、大連、
青島、広州、深圳、蘇州、寧波、無錫 12都市の 15カ所の高校で、「内地新疆班」と呼ばれ
る特別クラスを設置した。会議では、この 15か所の高校は地元政府と教育部のもとで、学
生の総合的な素質を上げると同時に、必ずマルクス主義民族観・宗教観と中国共産党政権
の宗教政策の学習を最重要課題として位置づける。同年 6 月 5 日、教育部は「教育部関於
印発〈内地新疆高中班管理辦法（試行）〉的通知」（教民［2000］8号）を出し、新疆班の学
生の学業と生活の管理基準を規定し、新疆班の施設・設備、教科書、教員養成などの経費
は中央政府が負担する。また、2000 年 6 月 26 日、「教育部辦公庁関於転発新疆教委〈関於
報送内地新疆高中班有関経費標準的報告〉（新教基［2000］16号）的通知」（教民庁［2000］
8号）では、新疆班の経費及び教師と学生の交通費、生活補助金基準が定められ、内地新疆
班制度を財政面から支える。以上の文件に基づき、新疆班の予測効果を実現するため、新
疆維吾爾自治区人民政府は「新疆維吾爾自治区関於在内地部分発達城市開辦新疆高中班実
施方案」（試行）を作り、新疆班領導小組を組織して内地新疆班と協調させる。これらの文
件は 2000年 9月に初新疆班の開設に明確な執行する根拠と政策保障を提供した。 
 2002年 7月 7日、国務院が「国務院関於深化改革加快民族政策教育的決定」（国発［2000］
14 号）を公布した。それによると、「十一五計画」期間において、「国家貧困地区義務教育
工程」「国家扶貧教育工程」等のプロジェクトによって少数民族地域と西部辺境地域に何を
傾斜投入し、少数民族への教育支援等さらに活動を強化することが打ち出された。それと
同時に、西蔵班（校）と新疆班の管理、評価及び進学指導を整えることが謳われた。以上
の政策の実施はその後の新疆班の開設及び発展の基礎を築いた。 
 
新疆班を進化させる発展期 
 約 3 年間にわたり、内地新疆班は大衆に受け入れられた。より多い新疆の学生にこの優
遇措置を受けてもらうため、「中共中央辦公庁、国務院辦公庁印発〈関於進一歩加強新疆幹
部与人材隊伍建設的意見〉的通知」（中辦発［2003］32 号）では、「新疆の諸事業の発展需
要に着眼し、質の高い人材の予備軍を養成することに重点を置く、内地新疆班の規模を広
げ、少数民族と漢民族の学生に同じ授業を受ける進捗状況を促進する」という意見が提出
された（中国では政府機関が出す「意見」は実質的には通達、法律に相当する）。これによ
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って新疆班は全面的な発展時期を迎えることになる。2005 年、教育部、国家発展改革委と
財政部は「教育部、国家発展改革委、財政部関於拡大内地新疆高中班招生規模的意見」（教
民［2005］10 号）を出し、必要な学校教育費が確保されることを前提として、新疆班の規
模を年々拡大しており、新疆班出身の学生は学業終了後に故郷に帰って新疆の建設事業に
貢献することが求められた注 13。 
 内地新疆班の運営問題について、党と国家、自治区は様々な政策を打ち出し、学生にと
ってより良い教育環境を確保することになる。2003 年に新疆維吾爾自治区民族（宗教）事
務委員会、新疆維吾爾教育庁は「関於進一歩做好今年内地新疆高中班招生中民族成分確定
工作的通知」（新民宗発［2003］103 号）を強力に打ち出した。入学者選抜における公平性
の確保に取り組むため、戸籍の上に記録される民族の変更は禁止という決まりがある。2008
年、新疆班の第 1 期卒業生が直面する就職問題について、教育部、国家民委、新疆ウイグ
ル自治区人民政府は「関於做好普通高校招収的内地新疆高中班学生大学卒業就職工作的意
見」を公布した。これらの政策は新疆班出身の大学卒業生の就職活動がうまくいくように
支援するとともに、今後の新疆班の発展をも確保しようとするものである。また、新疆維
吾爾自治区教育庁は 2010年 5月 4日に「新疆維吾爾自治区内地新疆高中班等在校学生大病
医療救助資金管理暫行辦法」という医療費を補助する通知を出し、新疆班在学生が病気や
ケガをした時に医療費の負担を軽減するようにした。これら一連の方案を通じて、新疆班
の管理運営も徐々に改善されていくようになった。 
 
2.2.3 内地新疆班に関する先行研究 
「内地新疆班」という政策が実施されて以来、中国の教育界及び政界では、国民統合の
観点から少数民族に対する注目が集まっている。この節では、内地新疆班についての先行
研究を 4つの側面に分けて、検討を試みる。 
 
内地新疆班に関する政策研究 
民族教育関係者たちは内地新疆班の開校について、その社会的な意義、少数民族を主な
対象とする中等教育の入学優遇政策の特色を分析している。例えば、新疆ウイグル自治区
教育委員会基礎教育処内地新疆高中班工作辦公室の阿不拉・艾買提（2001）「認真貫徹中央
精神做好内地新疆高中班的工作」、教育部民族教育司の余傑（2001）「智力支援新疆、辦好
内地新疆高中班」、美麗開吾買爾（2012）「内地新疆高中班政策執行的校本創新研究」など
がある。 
 これらの文献は内地新疆班における人材選抜理念の本質を強調している。それは、単に
少数民族に対する漢語教育を実施するというだけではなく、民族団結を増進し、国の安全
のために設置された教育の場であるとしている。また、阿不拉・艾買提（2001）によると、
各実施校が所在している省では、新疆班を管理する専門的な部門を開設する必要があり、
学生募集について、制度面の改革を深化して平等に選抜すべきだとしている。美麗開吾買
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爾（2012）は、内地新疆班の実施校は相互に交流や連携を促進し、クラス編成の制度を統
一することを通じて、入学生をめぐる学校間の正当競争を減らしながら秩序を維持すべき
だと指摘した。 
 
学生に対しての徳育教育に関する研究 
異なる文化背景を持つ新疆から来た学生のことを考えると、徳育教育に重点を置かざる
を得ない。羅（2003）は、「内地の学生と比べると、新疆班の学生は民族、生活習慣、地域、
経済文化背景、教育基礎、個性などの面で特殊性が表れている。彼らは新疆各地、州から
選抜された優秀な学生であり、家庭や社会から強いストレスを受けている。内地の優れた
学生と比べると、新疆班の学生は圧力、焦慮を抱えやすい。家から距離が遠いので、彼ら
は普遍的に家庭教育を受ける機会に欠けているため、学校による支援を行うべきだ」とし
ている。また、国家教育部は「教育部関於印発〈関於内地有関城市開辦新疆高中班的実施
意見〉的通知」で、内地新疆班教育は学生に文化知識を学習させるだけでなく、民族団結
を維持することと国家統一を擁護することを大前提とする必要があると規定した。そのた
め、教育現場の最前線にいる個々の教師は政治面から、徳育教育を新疆班の重点に据えな
ければならなかった。符（2003）は新疆班実施校が優良な伝統を継承し、精神的な文明の
建設という理念を強調することを通して、新疆班の「学生に自主的に探索することを激励
する」ような教育体系を確立しなければならないと指摘している。つまり、学生に自己教
育、自己管理、自己激励を身に着けさせるために、科学的で効果的な新しい徳育教育方式
を提唱している。 
 
教授法に関する研究 
教育背景の格差を縮小するため、担任教師は授業の展開について力を入れている。例え
ば、陳新（2002）「内地新疆班数学教学方法探討」など教授法に関する研究は、授業の中で、
実際の問題解決に着眼し、学生の能力別、学力別、習熟度別を分けて、指導を進めている
と指摘している。しかし、その多数は学生の心理的状態に基づいて、教育現場で教学管理
者が自身の実践から得た経験に限られると筆者は考えている。例えば、漢語学習、認知方
法など、マクロな視点や理論基礎が欠けている。 
 
学生の学校生活への適応に関する研究 
住み慣れた環境から異なる言語や文化環境に移動する際、人々はしばしば、生まれ育っ
た社会で培われた心理的安定感が脅かされ、異文化環境への適応課題に直面する（近藤 
1981）。中国の発展地域における新疆班の学生の異文化環境への適応課題に関する研究は、
生活様式、学業成績、心理面という 3 つの面への不適応に集中している。特に、漢語教育
という名目による国民教育の強化により、名門大学へ進学を目指す教育風景の下で、新疆
班の学生の学業面に表れている不適応は最も顕著であると厳・宋（2006）は指摘している。
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ところが、これらの研究は学生の各面の不適応について詳細に述べていたが、ひたすら現
状を述べ、双語教育から漢語教育への転換が学生にとって把握しにくい等の問題点の提出、
問題克服ための政策提言を行うものが多い。 
 
 このように従来の先行研究は、民族優遇政策を整理し、理論的な展開を分析し、内地新
疆班の少数民族学生に関する教育支援の面で様々な提案をし、現場で実践的な応用を試み
ようとするものが多くみられる。しかしながら、本研究の関心は中国の発展地域における
社会的弱者の視点から見る「民族クラス」であり、先行研究ではそういう視点からの研究
はない。また、筆者は内地新疆班を体験する学生たちのナショナル・アイデンティティと
エスニック・アイデンティティにどのような変化があったのかという点について考察して
いく。 
 
第 3章 北京楊鎮第一中学の新疆班における調査 
第 1節 理論分析 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティは人の意識の一部であ
り、民族、ジェンダーや階級など、人々がもともと埋め込まれた社会属性に強く規定され
ると同時に、様々な要因によって構築されていくものである。また、人のアイデンティテ
ィは時間の推移、社会の発展、自身の経歴や社会的地位の変化によって変容していく。心
理学の研究により、年齢とエスニック・アイデンティティの形成や変化は密接に関係する
（Phinney 1990）。Erikson（1959）のライフ・サイクル論によれば、青年期はアイデンテ
ィティの確立が発達課題となる時期である。また、中国の研究者万明剛たちは、年齢とと
もに、少数民族は漢文化と付き合う時間が長くなるにつれて、自民族の文化や遺産に対し
てより理性的に判断し、エスニック・アイデンティティが弱くなる、しかし、一方では、
差別される可能性も高いので、その場合はエスニック・アイデンティティが強くなるとい
う見解を出している（王・万 2003）。 
社会学、経済学から人のアイデンティティに影響を与える要素を考えると、収入と幸福
度は 2つのキーワードである。収入と幸福度とは、複雑な関連を示している。Easterlin（1974）
と Richard（1974）たちの研究では、収入が増加すると、幸福度が高まると報告されている。
人々が自分の幸福は国家からの援助と密接に関係していると判断すれば、ナショナル・ア
イデンティティは増えていく。ところが、収入が一定水準を超えると、その相関関係は弱
くなることが実証された。この調査結果は、収入が増大しても幸福度の上昇にはつながっ
ていないことを示している。しかし一方、先進諸国において、収入増加と幸福度の相関関
係は弱いけど（Diener 1995）、発展途上国の貧困地域のデータ分析により、収入の増加に
伴い住民の幸福度がともに上昇していることが裏付けられている（Hayo 2004）。これは、
幸福度は収入の格差、都市と農村の格差、地域の格差などの要素に影響を受けることを示
している。これらの研究結果は経済発展とナショナル・アイデンティティ、エスニック・
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アイデンティティの関係を研究する際に、より広い視野を提供してくれる。例えば、中国
は経済発展とともに、辺境地域の少数民族の生活水準を引き上げていくことで、理論的に
は、少数民族の幸福度と社会意識を向上させながらナショナル・アイデンティティも強化
していくはずであるが、実際には一定人数の少数民族がウルムチ騒乱などのテロ事件に参
加したことは、地方民族主義の増加とナショナル・アイデンティティの弱化に帰結するも
のとして捉えられている。従って、人々のアイデンティティが形成される過程で、一体ど
のような要素が影響を与えたのかについての問いは、実態調査から答えが得られると考え
る。 
経済発展は物質的な豊かさを人間社会にもたらしたが、その一方で富の偏在や環境破壊
など、多くの社会問題を生み出した。この問題を解決するために、政府は市民社会に介入
し、様々な公共政策を行い、矛盾を是正しようと試みたのである（牛山 2006）。今、中国
において幅広く実施されている民族政策のうち、少数民族のナショナル・アイデンティテ
ィとエスニック・アイデンティティに大きな影響を与えたのは民族教育政策と民族優遇政
策だと言える。近年、民族教育政策の典型例としては、少数民族地域において実施される
少数民族言語と主体民族言語を用いた双語教育（バイリンガル教育）と新疆の少数民族に
向けて内地でエリート教育を提供する新疆班制度である。少数民族優遇政策は大学受験に
低い合格ラインを設けることと計画生育優遇政策を主としている。 
マルクス主義により、民族優遇政策は少数民族の弱いところを保護し、民族間の事実上
の平等の実現を促進させる。しかし、民族意識を基にする民族政策が実施される過程で、
予想とずれてしまう、または差が出てくる可能性もあると主張する研究も存在する（周平 
2002）。胡鞍鋼・胡聯合（2011）は、ナショナル・アイデンティティ（原文は国家認同）は
政治的及び社会的安定の維持のための本質的なニーズであり、少数民族を対象にする優遇
政策は民族集団に対して自集団への帰属意識の強化に有利になり、国民意識と中華民族へ
の帰属意識の強化に不利になるとしている。ところが、理論と実践において、この「第 2
代民族政策」には思い違いがあり、「民族政策によってエスニック・アイデンティティが強
くなり、民族関係が緊迫する」という観点に対して賛成しない研究がある（郝 2012）。従
って、両方の観点を踏まえて、優遇政策が少数民族のナショナル・アイデンティティとエ
スニック・アイデンティティに対してどのような影響を与えるかを、本研究では検証する。 
双語教育と新疆班プログラムは民族教育政策のなかの重要な構成部分であり、中華民族
の共通の伝統文化を宣伝する機能だけでなく、少数民族各自の歴史・文化・伝統・生活習
慣の継承や発展の機能も持っている（馬・董 2012）。双語教育を事例にした先行研究によ
ると、バイリンガル教育を受けたことがある（ラテン系）青少年と受けたことがない青少
年は民族集団に対する帰属意識のレベルには大きな違いがない（Gavazos，Delucia 2009）。
言い換えれば、双語教育を受けるかどうかはエスニック・アイデンティティには影響はな
いということである。では、中国で実施される民族教育政策、特に新疆班に入った少数民
族学生たちのアイデンティティはどうであろうか。 
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第 2節 調査の概要と検定方法 
 2017 年 12月と 2018年 8月に、北京楊鎮第一中学で新疆班の現役学生 120 人を対象にア
ンケート調査を実施した。調査票回収数は 117票、有効票数は 117票で、有効回収率は 97.5%
である。 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの調査方法に関して、
今まで、多くの研究で様々な方法論が紹介されてきた。そのなかで、行動的、認知的及び
感情的側面に対する測定方法がよく使われる (Szapoczni 1978）。本研究では行動的モデル
と認知的モデルに重点を置いた。行動的標識（behavioral indicators）は主にコミュニケ
ーションとメディアの使用程度を測定することでアイデンティティを考察する。例えば、
生活や学習で言語使用の状況、人間関係、実家との連絡と関係維持などを測定し、結果を
分析する方法である（Weisman 1972）。認知的側面の測定においては、民族集団の凝縮程度
（group cohesiveness）、文化に対する自覚程度（Weisman 1972）、価値同化の程度（value 
acculturation)(Szapoczni 1978)などの態度に対する研究がある。 
アンケート調査で質問した内容について説明する。中国人と少数民族という 2 つのアイ
デンティティを測定するため選択回答を羅列する設問を設けた。劉京宰（2001）が朝鮮族
のエスニック・アイデンティティとナショナル・アイデンティティについて調査を行った。
本調査では劉京宰（2001）の質問紙を改編して、新疆から来る少数民族の人たちに適した
質問項目を作成した。行動的側面において、例えば、どんな場面で何言語をどれぐらい使
用しているか、中国と自民族の伝統文化行事にどのくらい参加しているかなどの設問を設
定した。中国国民としてのアイデンティティの行動的側面の具体的な設問は、中国の建国
記念日国慶節に対する態度、中国の伝統的な行事にどれぐらい参加するか、日常生活で漢
語の使用状況、漢語、漢字の習得状況、漢族学生との人間関係、ラジオ、SNSの利用状況な
どで構成されている。少数民族としてのアイデンティティの行動的側面の具体的な設問は、
少数民族の伝統的祝祭日の過ごし方、自民族の文化行事の参与程度、日常における民族語
の使用状況、自民族文化の把握状況、自民族の友達との人間関係、自民族のマスメディア
の利用状況など。中国人と少数民族としての認知的側面の測定ために、項目を「とてもそ
う思う」から「全くそう思わない」という 5 段階で選択できる質問紙を作成した。中国人
としてのアイデンティティの認知的側面を測定するために、設問項目の内容は、中国に関
する重要な出来事に対する態度、中国の伝統文化に対する関心度、中国への帰属感、漢民
族に対しての親近感、結婚観などがある。少数民族としてのアイデンティティの認知的側
面に関する項目は、新疆の事情に関心を持つ程度、自民族集団への帰属感、自民族の伝統
文化や歴史に対する自覚程度、同じ民族の人との結婚観などがある。 
 
第 3節 分析結果 
3.3.1 属性 
回答者の属性を下記の表 5 に示した。回答者の割合を民族別に見ると、ウイグル族が
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65.81％、カザフ族が 31.62％、モンゴル族が 1.71％、キルキズ族が 0.85％であった。出身
地を見ると、回答者の 53％は新疆の南部出身であった。戸籍から見ると、73.5％の学生は
農村出身であった。所得は南部のほうが北部よりも低所得者が多い（図 1を参照）。それは
新疆班について、「少数民族出身の農牧民の子女が募集定員の 80％以上を占めるものとする」
という規定があるから、政府は学生を募集する際に多数の少数民族が住んでいる農村地域
での募集に大変力を入れたからだと考えられた。 
 
表 5 アンケート調査対象者の属性 
 北彊 南彊 計 
性別 男性 23 28 51 
女性 32 34 66 
学年 預科クラス 11 19 30 
高校一年 13 16 29 
高校二年 14 14 28 
高校三年 17 13 30 
民族 ウイグル族 16 61 77 
カザフ族 37 0 37 
モンゴル族 2 0 2 
キルキズ族 0 1 1 
戸籍 農村 37 49 86 
城鎮 18 13 31 
計 55 62  
注）数字は人数を示す。 
 
図 1 世帯平均所得（単位：人民元） 
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回答者の父の職業比率は多い順に「農牧民、個人商工業者、公務員、教育関係者、司法
警察職員、出稼ぎ労働者」で、母の職業比率は多い順に「農牧民、会社職員、教育関係者、
無職、公務員、個人商工業者、司法警察職員」である。父と母が農牧民である被調査者は、
53.84％と 61.54％を占め、その次は個人商工業者と会社職員であり、教育関係仕事をする
親も少なくない。家庭の経済状況については、55.55％の学生はほとんどの点で満足してい
て、17.95％の学生は今の家庭は全面的に生活需要を満足できると考え、26.49％の学生は
自分の家庭経済状況がよくないと考えていた。 
 これらの学生になぜ新疆クラスに入ったのかと尋ねると、理由としては主に以下の 3 点
があった。即ち、①新疆より内地は経済発展地域であり、より良い学習環境と発展機会が
あるから、②新疆クラス制度は国家による辺境地域へ教育支援のために行う政策である。
学生は内地で生活する四年間に、生活費補助（食費、制服、イベント、高温手当など）、医
療費補助、交通費補助などの補助金を新疆ウイグル自治区人民政府からもらえる。学生が
負担するのは毎年の寮費、医療費などを含め 900人民元（約 15,000円）のみである。さら
に、貧困家庭に対しては、この経費についても、半額減免または全額減免措置が取られて
いる。この点は親世代にとって、一定程度の教育費負担が軽減されるから、③内地でエリ
ート教育を受け、能力を伸ばし、卒業後新疆に戻って家族とともに豊かな生活を送れるか
ら、という 3点であった。 
 
3.3.2 行動的側面の分析 
 まず、内地新疆班の学生たちの行動的側面、つまり日常生活における漢語と民族語の使
用状況、祝祭日と文化行事の参加傾向、SNSとマスメディアの使用状況、北京での生活の適
応状況をアンケートのデータをもとに分析した。 
 
図 2 内地新疆班の少数民族学生の言語使用状況（％） 
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図 2 は内地新疆班の少数民族学生の言語使用状況を示したものである。新疆から来た学
生たちは漢文化の環境で生活し、行動的側面においては中国的なものと民族的なものが重
複して現れる現象が存在しているが、言語の使用については、全体的に見ると、親との会
話を除いて、純粋に漢語を使う比率が純粋に民族語を使う比率よりも圧倒的に高くなって
いる。 
 
図 3 少数民族学生の記念日、祝祭日と文化行事に対する参与度（％）注 14 
 
 
図 3 は少数民族学生の記念日、祝祭日と文化行事に対する参与度を示している。国慶節
などの記念日に関しては、半分近くの学生たちは参与しているが、自民族の伝統的な祝祭
日の参与度に関しては、中国の伝統的な祝祭日の参与度より圧倒的に高い。文化行事に対
する参与度も自民族の方が若干高くなっている。 
 
図 4 新疆班の少数民族学生はマスメディアの利用状況（％） 
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図 4は新疆班の少数民族の学生はマスメディアの利用状況を示している。SNS、ラジオや
テレビなどのマスメディアにおける言語の使用状況に関して言えば、踊り以外、漢語が民
族語を上回っている。他方、音楽を聴き、歌ったり踊ったりする場合には、漢語と民族語
の使用の比率は近似したものとなっている。 
 
図 5 北京に来てから、一番難しいと思ったことは何ですか（％） 
 
 
また、北京での異文化生活は新疆からの学生に対して一連の変化をもたらしていると考
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なことは学習であり、32.4％を占める。その次は生活費とコミュニケーション、15.3％、
12.1％を占める（図 5を参照）。また、アンケート調査とインタビュー調査から見えてくる
ことは、預科クラスの段階で、勉強は一番難しいことだが、生活費と人間関係などの面で
はあまり心配していないということである。続いて、高校 1 年、高校 2 年になると、学習
は次第に難しくなり、人間関係とコミュニケーション面のストレスも増えると考えられる。
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科クラスでは全員が新疆の学生であるが、高校 1 年に入ると、新疆からの学生は 1 つのク
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差異は著しいものとなり、学生にストレスが加重されることもある。②預科クラスの段階
では、授業以外、クラスメイトはあまり漢語を使わないため、漢語でコミュニケーション
をとることは難しいと考える。しかし、一年後に彼らが高校に入ると、現地の学生とコミ
ュニケーションをとる機会が多くなり、漢語学習も促進されるのであろう。③生活費の心
配に関しては、高校に入ってから学年が上がるごとに増えている。１年の学費は 900 人民
元のみであり、また政府は生活面にも補助金を交付しているのに、なぜ学生は経済的な心
配をしているのか？回答者に確認すると、主に北京に来たばかりの時、何もわからなくて、
生活は必需品だけで十分だった。自身の成長と現地の学生との接触によって、生活におけ
る満足度の基準が上がり、生活用品費、交際費、洋服代などにかかる費用が高くなる傾向
があるという。④学校で専門的なムスリムの料理人を雇用し、新疆の学生に清真料理を提
供しているが、食べ慣れない味だと思う学生は少なくない。⑤その他、多くの学生が「故
郷を思う」と書いている。 
行動的側面において、ナショナル・アイデンティティの測定には付録のアンケートの設
問 14-20を用い、エスニック・アイデンティティの測定には設問 6-12を用いた。内容とし
ては、どのような場面でどのような言語をどのくらい使用しているか、中国と自民族の伝
統文化行事の参与度などに関する設問を設定した。本研究において、統計計算はコンピュ
ーターを利用し、ソフトは Excel を利用した。次に、統計学的視点から新疆班の学生たち
のナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの比率を比較してみた。
統計ソフトによるデータは、現実を反映する正確なデータであるとは言えないが、参考と
して、少なくともその傾向を把握できると考える。 
 
表 6 ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの南北比較 
（行動的側面） 
 北彊 南彊   
M SD M SD ｔ値 ｐ値 
ナショナル・ 
アイデンティティ 
26.53 3.74 26.40 4.58 0.158 0.875 
エスニック・ 
アイデンティティ 
25.65 3.91 23.92 4.07 2.325 0.022 
M:平均 SD:標準偏差 
 
 表 6に示した数値から見ると、行動的側面において、新疆北部出身の学生のナショナル・
アイデンティティの平均点と南部出身の学生の平均点の差は極めて小さい。一方、エスニ
ック・アイデンティティに関しては、南彊からの学生より、北彊からの学生の平均点の方
が若干高くなっている。行動的側面のナショナル・アイデンティティについて、北彊出身
の学生と南彊出身の学生の平均点の差が統計的に有意かを確かめるために、有意水準 5％で
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両側検定の t 検定を行ったところ、新疆南北の学生の平均点の差に有意差は見られなかっ
た（t（115）=0.158、ns）。この結果から、南北グループの行動的側面におけるナショナル・
アイデンティティ構成はほとんど変わらないといえそうである。他方、行動的側面のエス
ニック・アイデンティティについて、同様に t 検定を行ったところ、新疆班に入っている
北彊、南彊の学生の平均点の差は有意であることが分かった（t（115）=2.325、p<0.05）。
言い換えれば、北彊出身の新疆班学生の行動的側面のエスニック・アイデンティティは南
彊出身の新疆班学生より少し高いということである。この理由は、経済発展の遅れている
南彊に比べて、北彊で生活している少数民族はそれほど貧しい人々ではないため、子供に
国民教育を受けさせると同時に、自民族の教育の重視度も高くなっているのではないかと
考える。 
 
表 7  行動的側面における全体を対象にした 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの相違 
 ナショナル・ 
アイデンティティ 
エスニック・ 
アイデンティティ 
  M SD              M SD t値 ｐ値 
全体 26.46 4.21 24.73 4.09 1.981 0.002 
M:平均 SD:標準偏差 
 
 表 7は行動的側面に対する全調査対象者のナショナル・アイデンティティとエスニック・
アイデンティティの差異を示したものである。ここにおいて、差異があるということは両
アイデンティティに差があるということを示しており、差異がないということは両アイデ
ンティティが高い同質性を持つということを示している。表 7 から明らかなように、ナシ
ョナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの間に統計的に有意味な差異
が見られた（t(116)=3.185、p<0.01）。これは、新疆から来た少数民族学生のナショナル・
アイデンティティがエスニック・アイデンティティよりも高いということを示している。
この結果の原因としては、内地新疆班における漢族学校内の少数民族と漢族間対人関係の
変化と頻繁に行われる中華文化行事の影響などが考えられる。 
 
3.3.3 認知的側面の分析 
 認知的側面に関しては、新疆班の学生の中華民族または自民族集団への帰属感を測定し、
検討した。質問項目の内容には、中国と新疆の事情について関心を持つ程度、少数民族集
団への凝縮程度、中華文化と自民族の伝統文化に対する自覚程度、中国と自民族の歴史に
関心を持つ程度、結婚観などが含まれている。 
結婚観以外の設問は、「全くそう思わない」から「とてもそう思う」までの 5段階で回答
を求めた。表 8 は認知的側面におけるナショナル・アイデンティティとエスニック・アイ
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デンティティの回答分布を百分率で示したものである。表の第一行目の数字は学生による
評価点数であり、1 は「全くそう思わない」、2 は「ややそう思わない」、3 は「どちらでも
言えない」、4は「ややそう思う」、5は「とてもそう思う」を表している。 
 
表 8 認知的側面における 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの百分率 
評価点数 
項目 
1 2 3 4 5 
比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％） 
中国を誉める新聞記事を読むと気分がよ
い。 
0 0.85 27.4 41.02 32.48 
新疆を誉める新聞記事を読むと気分がよ
い。 
0 3.42 15.38 52.99 28.21 
中国に起きる事件に関心がある。 1.71 5.13 27.35 38.46 27．35 
新疆に起きる事件に関心がある。 0.85 3.42 34.19 17.95 43.59 
私は中国人であることを誇らしく思う。 0 6.84 5.98 20.51 66.67 
私は少数民族であることを誇らしく思
う。 
1.71 0.85 19.66 43.59 34.19 
中国の歴史人物をたくさん知っている。 3.42 8.55 16.24 38.46 33.33 
自民族の歴史人物をたくさん知ってい
る。 
0 5.13 41．88 30.77 22.22 
唐詩宋詞などの国学文化をもっと勉強し
たい。 
1.71 5.98 28.21 19.66 44．44 
時間があれば、自民族の伝統文化をもっ
と勉強したい。 
0 0 18.80 35.90 45.30 
オリンピックで興味がある試合を観戦す
るとき、中国チームを応援する。 
3.42 4.27 42.74 28.21 21.37 
国内で地区間スポーツ試合を観戦すれ
ば、新疆チームを応援する。 
0 3.42 7.69 38.46 50.43 
漢族の名前はかっこいい。 4.27 6.84 39．32 23.93 25.64 
私の民族語の名前はかっこいい。 0.85 3.42 29.06 35.04 31.62 
可能であれば内地で住みたい。 7.69 6.84 23.08 32.48 29.91 
可能であれば新疆で住みたい。 3.42 10．26 22.22 24．79 39.32 
注 1：「全くそう思わない」、2：「ややそう思わない」、3：「どちらでも言えない」、4：「ややそう思う」、 
5：「とてもそう思う」 
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「中国/新疆を誉める新聞記事を読むと気分がよい」という項目においては、エスニッ
ク・アイデンティティはナショナル・アイデンティティより若干高いパーセンテージを示
しているが、あまり大きな差は見られない。また、中国と新疆の事情に関心を持つ程度に
も、それほど大きな違いは見られなかった。「中国人/少数民族であることを誇らしく思う」
という項目においては、比較的にナショナル・アイデンティティが強く押し出されている。
認知的側面において、彼らの中国あるいは新疆への帰属感には、両方を持ちながら、自分
は中国人であることをより強く認識していると言えるのではないだろうか。 
中国と自民族の歴史に対する理解度に関しては、自民族の歴史よりも中国文化の歴史に
対するより高い理解度（パーセンテージ）が示された。おそらくこれは、子どもの時から、
バイリンガル教育においても、漢語教育においても、国民教育が最も重視されており、そ
の結果として、国（中国）の歴史についての理解度がより深いものになったと考えられる。 
「唐詩宋詞などの国学文化/少数民族の伝統文化をもっと勉強したい」という項目に関し
ては、少数民族の高校生たちは漢民族の環境で生活している中で、自分のエスニック・ア
イデンティティというものを次第に意識し始め、自民族の伝統文化を勉強するようになり、
自民族の文化に対しての勉強意欲が国学文化に対しての勉強意欲よりも高いパーセンテー
ジを示したものと考えられる。 
また、スポーツの試合を観戦するときなどでは、例えば、オリンピックのようなもので
あれば、中国を応援したくなるし、中国国内のスポーツ観戦であれば、当然自分の民族の
人たちを応援したくなる訳で、そこには当然、民族のエスニック・アイデンティティが非
常に強く現れてくると考える。それは中国に対するナショナル・アイデンティティが低い
ということを意味するのではなく、国内ではやはり、自分が生まれ育った民族に対する思
いがさらに強くなるのではないかと考えられる。 
「漢族/民族語の名前はかっこいい」という項目について、漢族の名前はかっこいいと考
える人の比率はある程度高いが、それと同時にエスニック・アイデンティティに関する値
もそれにかなり近い数値であり、新疆班の学生は漢族、民族の両方の名前誇りを持ってい
ると言えるのではないだろうか。  
最後の住みたいところに関する質問項目に対して、新疆と内地のパーセンテージはほぼ
同じであり、それは人によって自分の進路についての選択が異なり、彼らそれぞれに、新
疆と内地のメリットとデメリットがあるのだということであろう。 
統計的には明確なことはいえないが、数字から見ると、質問項目の内容によってナショ
ナル・アイデンティティが強く意識される場合と、エスニック・アイデンティティが強く
意識される場合がある。つまり、二つのアイデンティティの構造を新疆班の人たちは持っ
ており、それが場所や環境、状況によって、様々な現れ方をするのではないかと考えられ
る。 
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表 9 認知的側面における 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの南北比較 
 北彊 南彊   
M SD M SD ｔ値 ｐ値 
ナショナル・ 
アイデンティティ 
31.80 4.49 30.58 4.78 1.404 0.163 
エスニック・ 
アイデンティティ 
32.53 2.19 31.53 3.02 1.998 0.048 
M:平均 SD:標準偏差 
 
 次に認知的側面におけるナショナル/エスニック・アイデンティティの比率と新疆の南北
部に関する統計的な分析を行った。その結果を表 9 に示す。認知的側面において、ナショ
ナル・アイデンティティは、北彊と南彊の二つのグループで極めて近い数値として表れた。
t検定の結果、認知的側面において、北彊の学生と南彊の学生にナショナル・アイデンティ
ティに関して有意な差は見られなかった（t（115）=1.404、ns）。同様に、認知的側面にお
けるエスニック・アイデンティティについて有意水準 5％で両側検定行ったところ、北彊の
学生は南彊の学生よりもエスニック・アイデンティティのレベルが高いことが見出された
（t（115）=1.998、p<0.05）。 
 
表 10 認知的側面における全体を対象にした 
ナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティの相違 
 
 
ナショナル・ 
アイデンティティ 
エスニック・ 
アイデンティティ 
  M SD  M SD t値 ｐ値 
全体 31.15 4.69 32.00 2.71 1.981 0.048 
M:平均 SD:標準偏差 
 
表 10は、本調査に協力してくれた新疆班の全学生の認知的側面におけるナショナル・ア
イデンティティとエスニック・アイデンティティの相違を示している。全体で見ると、彼
らのエスニック・アイデンティティはナショナル・アイデンティティより若干高くなって
いる。この点に関し t検定を行ったところ、表 10に示した通り、その差は有意であり、彼
らのエスニック・アイデンティティはナショナル・アイデンティティよりも若干強いこと
が示された（t（116）=1.981、p<0.05）。 
図 6 は未来の結婚対象について、新疆班の学生がどのような民族と結婚したいのかを示
したものである。彼らの結婚観を見ると、同族同士との結婚を望む傾向が高く、61.54％と
なっている。特に民族についてこだわらない人も 38.46％存在する。漢族との通婚を希望し
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た学生は一人もいなかった。しかし、一方で、アンケートの対象者は 16歳～20歳の青少年
であり、結婚についてそれほど深く考えていない可能性もある。ここでは、参考のために、
本調査結果の一部として報告した。 
 
図 6 未来の結婚対象について、何民族と結婚したいのか 
 
 
3.3.4 新疆班政策の経済的な効果 
表 11は、新疆班政策の経済的援助に対して、学生たちがどのように考えているのかを示
したものである。アンケート調査における質問項目は、新疆班の少数民族に対する様々な
減免制度や補助金制度を考えたとき、親にとって、あなたの高校段階での教育負担は軽減
されたと思うかというものであった。 
 
表 11 新疆班政策に対しての満足度注 15 
 北彊（％） 南彊（％） 全体（％）  
大変軽減された 49.09 51.61 50.43 X２=3.41571E-10* * * 
やや軽減された 36.36 27.42 31.62 
どちらとも言えない 12.73 8.06 10.26 
やや加重された 0 12.90 6.84 
大変加重された 1.82 0 0.85 
平均値（標準偏差） 4.31(0.83) 4.18（1.04） 4.24（0.95） F=0.0919、ns. 
注： * p < .05, ** p < .01, *** p < .001.  5＝「大変軽減された」、4＝「やや軽減された」、3＝「ど
ちらとも言えない」、2＝「やや加重された」、1＝「大変加重された」． 
 
まず、全体に見た経済的面の援助の状況に関して、「大変軽減された」、「やや軽減された」、
61.54%
0
38.46%
結婚希望対象
同族 漢族 縁があれば、誰でもいい
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「どちらとも言えない」、「やや加重された」、「大変加重された」に関する回答の比率分布
は、ぞれぞれ 50.43％、31.62％、10.26％、6.84％、0.85％である。また、この 5つの回答
の点数平均値は 4.24であることから、全体的満足度は「やや軽減された」のほうに接近し
ているといえよう。 
χ二乗検定を実施したところ、南と北の回答の仕方に違いが見られた（X２=3.42E-10、
df=115、p<0.001）。「大変軽減された」のところでは、北と南はほとんど変わらない。次の
「やや軽減された」ところでは、北の方は 36.36％、南の方は 27.42％で、北の方の人たち
はこの新疆班政策で、軽減されたという感覚が強い。一方、「やや加重された」では、南の
方は 12.90％で、北の方は 0％である。従って、北の方の人たちは新疆班政策で楽になった
と思っているが、南の方の人たちはどちらかというと、大変になったと感じているようで
ある。 
一般的に、北の方の生活レベルは高く、経済的に豊かな人が多いといえるが、このデー
タから見ると、北彊の人たちの方が軽減された、南疆の人たちの方が加重されたと感じて
いることがわかる。その理由としては、遠方に子供を遣らせるため、学費以外に、親が実
際に多くの出費をしなければならないからであろう。南疆出身の学生の親たちは生活が大
変なのに、エリート教育を子供たちに受けさせるために、貧しいけれども、新疆班に子供
を送り出すことによって、さらに大変な思いをしているという現実が、この結果に表れて
いると筆者は考えている。 
 
第 4章 卒業生の語りにみる内地新疆班の経験 
本章では、筆者と北京楊鎮第一中学の少数民族卒業生 3 名一人ひとりとの対話から生み
出された語りを通して、彼らの自己アイデンティティ形成過程における、内地新疆班の経
験を検討する。内地新疆班に入る前、内地新疆班の 4年間、内地新疆班から卒業後という 3
つの段階に分け、それぞれの段階において、アイデンティティ形成に関連があると考えら
れるライフストーリーを取り上げ、彼らの話を分析した。表 12はインタビュー対象者の属
性である。 
表 12 インタビュー対象者の属性 
仮名 性別 民族 年齢 新疆班 
卒業年度 
出身地 大学 所属 
吐尼克 女 キルキズ族 25 2012 塔城 広州医科大学（5年制） 修士一年 
別的古麗 女 カザフ族 25 2013 阿合奇 天津科技大学（4年制） 社会人 
一年目 
也尓蘭 男 ウイグル族 26 2012 和田 浙江農林大学（4年制） 社会人 
二年目 
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第1節 新疆班に入る前 
 この節では、新疆班に入る前（15、16 歳以前）の時期について、家庭生活や学校生活の
回想を通して記述する。さらに、どのような教育や経歴を通して初めてエスニック・アイ
デンティティ形成の基礎を築いたかについて述べてもらった。 
 
4.1.1 家庭教育―-知らず知らずのうちに民族人になっていく 
 筆者は、「あなたの幼い頃の家庭生活はどのような様子でしたか、民族習俗をどのように
習得していましたか。思い出すことがあれば、何でも構いません」と質問した。 
吐尼克は北彊出身のキルキズ族の女性であり、2008 年に楊鎮中学の新疆班に入り、今は
広州医科大学大学院予防医学専攻修士 1 年生である。吐尼克の兄と父は同じく新疆医科大
学の卒業生であり、兄は新疆班に通うことはなく、父と一緒に地元の衛生局で勤務してい
る。 
吐尼克「週末はいつも家族が集まって時間を過ごして、幼年時代の生活はとても楽しか
った。親は雑談をしながら、キルキズ族の歴史、民族習俗とかによく言及した。親は私に
民族的な根本を忘れないでほしいから、『私たち民族の文化をすべて理解していなくても、
根本的なことを必ず心にと止めてほしい』と言われた。ほぼ毎回父と散歩していた時、キ
ルキズ族の誇り『マナス』のことを話してもらった。子どもの頃は漢語教育を受けたため、
自民族の文化についてあまり勉強しなかった。民族学校に通っていた友達はキルキズ族の
ことを教えてくれたり、歌をうたってくれたり、疑問があれば、父はいつも簡潔に解釈し
てくれた。」 
別的古麗も、同じような家庭教育の様子について以下のように語った。 
別的古麗は南彊出身のカザフ族であり、2009年に楊鎮中学の新疆班に入り、2017年 6月
に天津科技大学を卒業した。今は深圳裕同包装科技株式会社で働いている。家族には両親
と兄 1 人がいる。彼女の兄は新疆班に通うことがなかった。新疆現地の専門学校を卒業し
て、ずっと地元で働いている。別的古麗は、幼い頃の家庭教育を回想した。 
別的古麗「私の両親は農地を持っており、主な経済作物は小麦、トウモロコシ、打瓜注 16
である。学校が終わると、両親も農地から家に帰り、一緒に夕飯を食べて、宿題をした。
たぶん私は女の子だから、あまり農地で手伝うことがなかった。子どもの頃、父からカザ
フ族の昔話を聞くことがよくあったけど、何年間はいくつかのストーリーを複数回繰り返
し話してもらった（笑っている）。でも、中学時代から家族と離れて、よく思い出したのは
その大切な記憶だった。親はわざわざカザフ族と漢族を区別するような教えかたはしなか
った。家ではカザフ語を話して、カザフの料理を食べて、聞き慣れたり見慣れたりして、
知らず知らずのうちに民族文化の影響を受けた。」 
 也尓蘭は南彊出身のウイグル族男性であり、2012 年に北京楊鎮中学を卒業して、今年は
和田市公安局で働いて 2 年目だ。彼の母親はウイグル語が話せるカザフ族で、父親はウイ
グル族のハーフであり、兄が 1 人いる。戸籍の民族欄にはウイグル族と記載され、也尓蘭
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自身も家族もウイグル語やウイグル文化を中心としている。 
也尓蘭「私の家族はエスニック文化を非常に強く意識する家庭ではないと思う。今まで
聞いたいくつか民族に関するストーリーはおじいちゃんからの話だった。両親はそういっ
た歴史や昔話とかを言ってくれたことはほとんどなかった。ウイグル族の歴史や文化は主
に小中学校でウイグル授業から学んだ。母は家庭の主婦であり、父は和田市放送局の会社
で働いていたが、既に定年退職した。子どもの頃はよくいろんな民族の友達と遊んでいて、
家での特別な記憶は特になかった。母がよく教えてくれたのは日常生活の細かい習俗、例
えば、食事が開始される際は、最初に食べるのは年長者、それから他の人も食べ始めると
か、複数の料理を一度にまとめて口に入れないなどがある。」 
 これらの語りは、少数民族の親が子供の幼児から家庭での民族教育を重視しているが、
親によって重視の程度や教育方法が違うことを示している。彼らは、そうした生活の中で、
各自で自民族の属性を心掛けるようになっていった。 
 
4.1.2 幼児期から漢民と入り混じった環境 
 ここでは、学校や日常生活での漢語、漢民族とのつながりをどのように回想しているの
かを記述する。筆者は、新疆班に入る前、インタビュー対象者が通っていた学校の種類や
学校内の少数民族の学生数、学校以外で他民族とどのように付き合っていたのかについて
質問をした。 
別的古麗は、幼い頃のいろいろな民族の子供と一緒に遊んでいたことを回想した。 
 別的古麗「今まで、私には自民族の友達が少なく、漢民族と回族の友達が多い。子ども
の頃は漢民族、回族、ウイグル族などが混住している地域に住んでいた。私は幼稚園から
漢民族の学校に通っていて、漢語を勉強し、周りの漢語を話している子供を真似して漢語
を話していた。4、5 歳の頃、隣の回族の友達と一緒に遊んでいて、異なった生活様式を持
っている人もいることに気が付いた。彼女の家族はよく烤餅を食べていて、私たちはナン
が好きだ。また、服装やヒジャブの巻き方も違っていた。漢民族の子どもと遊びに行く時、
彼らの家で料理を食べるのはだめと分かっていた。」 
 吐尼克「幼稚園では漢語教育を受けていたのに、先生も友達も周りの人はキルキズ族の
人ばかりだった。小学校 1 年から先生たちが漢民族に変わっていて、漢民族、ウイグル族
と自民族のクラスメイトがいた。放課後はよく各民族が混じって遊んで、特に民族を区別
する意識がなかった。漢語学習を始めた頃、父は私に漢語を習得させるために、いつも漢
語でコミュニケーションをとっていて、中央電視台（日本の NHK に相当）の漢語アニメも
よく見た。私が漢語を身に付けた後、家での共通言語はまたキルキズ語に戻った。」 
 この吐尼克の語りは、教育を受けた程度が高い少数民族の親は、子供に漢民族の文化圏
へ入り、そこの文化を勉強させ、行動面では参加させても、認知面においては、子供が民
族的なものを忘れないように心掛けていることを示している。 
也尓蘭「幼稚園から漢語を学んで、ずっと漢語・ウイグル語の双語教育を受けていた。
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その時、他の人は私が言っているウイグル語を聞き取れなく、漢語であれば会話できると
いうことから、民族の違いを意識した。放課後、家で漢語のアニメ番組を見るのは毎日の
日課だった。中学生時代は、学校のバスケットボールチームのリーダーであり、メンバー
の半分以上は漢民族であり、少数民族は少数だった。私は正式にカザフ語を学んだことが
なかった、簡単な日常会話しかできなかったので、今でもカザフ語は苦手だ。母はカザフ
族とウイグル族のハーフであるため、カザフ語も得意ではなかった。時々母とカザフ語で
冗談を言うのが好き。家族みんなはウイグル文化を主として、家では親とウイグル語でコ
ミュニケーションをとって、外では民族語と漢語が混ざっている。高校時代から家に戻る
時、漢語を以前より頻繁に使って、親は私が言っていた言語に応じて話していた。」 
 
4.1.3 新疆班に入るきっかけ 
 時代や地域によって、新疆班政策の普及率が違っている。筆者は 3 人の対象者はどのよ
うに新疆班に申し込んだのか、どこから新疆班の情報をもらったのか、どのような動機を
持ちながら新疆班に入りたかったのかについて質問をした。 
 別的古麗「小学校は農村で、小学校五年生の時、親はそろそろ私に都市のいい中学校に
行ってほしかったので、おじさんのアドバイスを聞いた。従姉妹は私より 1 年早くクイト
ゥン市新疆区内初中班注 17に入って、学費も安くて教育レベルは農村より高いので勧められ
た。その中学校は内地新疆班のため学生を育成するのだから、みんなは内地新疆班に入る
ことを目標としていた。私の成績は良くなかったため、あまり自信がないまま試験を受け
てみて、結局は合格ラインより 5 点高く合格した。今振り返ると、私は本当に運がいい人
だなぁ。」 
 吐尼克の場合は、学校が新疆班政策や地元高校の情報を公開し、学生たちは各自で好き
な進路を選べた。吐尼克「中学 3 年になると、学生全体が 2 種類のクラスに分けられ、新
疆班試験向けの授業と普通高校向けの授業があった。申し込みの時期は 3 年生の前半だっ
た。申し込んでから、政治審査を受けなければならないし、1993 年 5 月以後に生まれた人
しか当該年度の申し込み資格を持っていなかったし、いろんな制限があった。また、民族
や戸籍の違いによって、合格ラインも違っていた。その年度、キルキズ族の合格ラインは、
城鎮出身の学生は 610 点で、農村出身の学生は 580 点であった。私の幾人かの友達は 580
点以上だったのに、城鎮戸籍であるため不合格になった。」 
也尓蘭「私の記憶では、小学生と中学生の頃は兄とよく遊んで、兄とは高校に入ってか
ら、年一回しか会えなかった。父が放送局で仕事をしていたため、ニュースから内地新疆
班の情報を得て、母は仕事を持っていなかったし、家の教育負担を減らしたいと考え、兄
と私を新疆班へ送ると決めた。もともと私は勉強嫌いで、中学 2 年生の時に父と一度今後
の人生に関する深い話をしたことがあって、父は家庭の経済事情や兄と同じように新疆班
に行ってほしいことを私に伝えた。その後、私は父のアドバイスを受け入れ、自分はもう
子供ではなく、今すぐお金を稼ぐことはできないけど、家の限りある貯蓄を節約するため、
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そして、新疆以外の新しい世界を見に行きくため、頑張って新疆班のテストに合格したい
と考えて、精一杯努力していた。結局、家の貧困程度によって減免を受けることができ、
私は年 350人民元の学費を払うことになった。」 
 
第2節 新疆班時期 
 本節では中等学校を卒業後、内地新疆班で学んだ 4 年間について、第一に学校での多様
な生活、当初抱いた不安について、第二に様々な恩師に恵まれて自分の心を開き、成長し
てきたことについて、さらには、独立した人格が形成され、漢文化の環境のもとで自らの
民族性の再構築に向けて努力したことなどについての対象者たちの語りを記述する。 
 
4.2.1 充実した学校生活 
青少年は初めて実家から約 3,000 キロメートル遠いところで 1 年間の生活をするとき、
誰でも不適応状況が出てくる可能性がある。対象者たちはどのような方法で異文化環境で
の生活に慣れたのか、また、多様な学校活動などについて話してくれた。 
吐尼克「北京に着いた最初の 1 か月間、私はほぼ毎晩泣いていた。クラスではキルキズ
族の人は私のみで、誰も知らなかった。その後に気が付いたことは、みんなも私と同じ状
態だということで、それからは徐々に漢族の友達も少数民族の友達もでき、だんだん慣れ
てきた。一番辛かったのは毎回祝祭日の時、その日に学校の食堂は特別な食べ物を準備し
てくれたのに、やっぱり家族と会いたかった。でも、翌日になると、新しい日が始まった
ので、また元気に戻った。勉強のほうはそんなに難しくなかったので、特に心配すること
はなかった。高校 2 年まで、授業外の活動はとても楽しかった。例えば、土曜日午前には
素質班があり、二胡、健美操、ダンスなどの科目が自由に選べた。日曜日午前には培優班
があり、得意な科目について補習授業を受けられた。夏休みや冬休みの時は、学校が主催
した旅行に行く機会があり、以前はテレビでしか見られなかった綺麗な景色が目の前にあ
った。中華民族の深い歴史や豊かな文化に驚嘆の念を覚えたことを今でも覚えている。」 
別的古麗「中学校から漢族、少数民族の学生と 24時間一緒に暮らしていて、新しい環境
で知らない人と付き合う能力が鍛えられたので、北京での生活もすぐに慣れた。高校 1 年
生の頃、私を含めて文学に興味がある 8人で読書会を設立して、2週間に一回の集まりで最
近自分が読んだ本や考えをみんなと一緒に議論した。8人のうち少数民族は私 1人で、私は
漢民族と一緒に成長してきた少数民族である。その時の生活はユートピアみたいで、純粋
な精神世界を持っていた。普段はクラブ活動が多くて、私の所属は演劇部だった。舞台上
で人物の思想や感情などを演じることを通して、自分自身を表現して心が豊富になったと
思った。ゴールデンウイークや国慶節などの休みは新疆に帰れないので、先生は新疆班の
学生たちを連れて、よく山に登ったり、紅軍記念館に行ったり、烈士陵園で黙祷をしたり
して、旅をしながら歴史を学ばせた。」 
也尓蘭「北京での最初の不適応は、慣れた親しんだ家、友達、家族を離れてホームシッ
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クを感じてしまったことだった。軍事訓練を受けていた時、おじいさんが私に会いに北京
に来た。当時はなかなか我慢できずによく泣いていた。そういう鬱々した気分から抜け出
すために、私は学校の様々なサークルに参加し、楽しいことに集中して高校生活を充実さ
せた。初めて内地の漢民族学生と付き合う時、「新疆での交通手段は馬に乗るのか、期末テ
ストの項目はアーチェリーか」といった変なことをよく聞かれた。時間の経過とともに、
お互いのことをより一層知ってから、信頼関係を築いてきた。また、国慶節などのような
祝日に、学校は少数民族と漢民族がお互いに理解をより深めるために、『民族団結一家親』
活動を開催して、各自の申し込み時間や対象によって、同クラスの北京の漢民族学生の家
で泊まる機会をもらい、一緒に勉強し、一緒に食事をし、一緒に住むということを経験し
た。私が泊まっていた家で、友達のお母さんは私のために、わざわざ新しいフライパンを
買ってきて、牛肉のみを炒めることにした。とてもいい人だ。一言でいうと、新疆班生活
は充実しており、楽しんでいたと思う。」 
 
4.2.2 人生を変えた先生との出会い 
 筆者はインタビューをしていた過程で、3人の対象者は期せずして一致して新疆班の恩師
のことを語った。吐尼克と別的古麗が言ったのは漢民族の先生であり、也尓蘭が言ったの
は新疆からの来たカザフ族の先生である。民族の違いに関係なく、これらの先生は学生の
人生に対して大きな影響を与えた。 
吐尼克「小学校や中学校の 6 年間の英語授業は形式的にアルファベットから勉強してき
たけど、預科クラスに入って、英語の先生は国際音声記号、単語の読み方、使い方のよう
な基礎的な知識から教えてもらって、とても分かりやすかった。だから、私は預科クラス
から英語を好きになった。預科クラスの前半学期は学校が作った教材を用いて、後半学期
から高校の内容を教えた。高校 1 年に入った時、現地の漢民族の学生とほぼ同じレベルの
学力を持っているようになった。勉強の面だけじゃなくて、その先生は私の価値観を正し
い方向へ導いた。最も印象深いのは、先生は「あなたは漢民族と平等であり、漢民族がで
きること、君ももちろんできる。少数民族は複雑なマナーを持っているが、他人の目線に
よって自分を変える必要はなく、それは君の民族として、君しか持たない特別なところだ
よ」といわれた。先生と話していると、もっと自信が持てた。」 
別的古麗「高校では、語文の先生が私の人生を変えたのだと思う。北京に来る前、私は
読書の習慣を身に付けていなかった。その語文の先生の影響で、クラス全員は国内外の名
著、散文、詩集などが好きになった。その時、スマホを使うのは禁止されたので、私たち
は本を読むことで生活を充実させた。先生はよく本で書かれた道理を彼の経験と関連させ
て、より現実的な話しにして私たちと議論した。読み終わったら、自分も気持ちや感情を
文章または詩で表現したくて、様々な作品をつくった。語文の先生は私たちが書いた文章
に対して厳しかったので、みんなは一番いい文章を書けるように頑張っていた。先生に認
めてもらった優秀な作品は後ろの黒板に掲載され、私はそれらの作品を見るといつもすご
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く感動した。その先生のおかげで、私は今でも読書の習慣を保持して、本の道理を生活で
活用していて、より高い人生目標を追求している。」  
也尓蘭「新疆班での生活で、特に感謝したいのは新疆の学生たちの生活を管理する熱娜
先生だ。預科クラスの頃、私は誰も知らなかった。先生は私の不安に気が付いて、サーク
ル活動に参加してみないかと誘われた。そして、私は初めて勇気を出して新しい生活へ一
歩を踏み出して、写真を撮ることが好きになった。高校 1年生の時、学校の放送局に入り、
迷っていたときはよく熱娜先生と悩みを相談して、2年生の時から優秀な作品が作れるよう
になり、放送局の局長を担当するようになった。もし、あの時に熱娜先生に出会わなけれ
ば、今の私はどうなっていたかわからない。」 
 
4.2.3 エスニック・アイデンティティの再構築 
吐尼克「高校の大部分の友達は漢民族とウイグル族であり、ウイグル語はキルキズ語と
似ていて、一部の名詞の発音が違うけど、意味は多少聞き取れるので、私は高校 2 年生の
時にウイグル語を独学した。学校ではキルキズ族の人が少なく、当時私の学年では 4、5人
くらいしかいなかった。なので、学校生活において一番よく使ったのは漢語で、2番目によ
く使った言語はウイグル語であった。でも、ずっと漢語で話すと母語を忘れるかと心配し
ていたので、キルキズ語の読み書きを独学しようと思った。キルキズ語のコミュニケーシ
ョンは問題ないけど、読み書きは苦手だった。子どもの頃、お父さんからキルキズ語の読
み方を教わることがあったけど、文字はちょっとだけしかわからなかった。本格的に本を
買ってきて勉強し始めたのは高校 3年生の頃だ。お父さんから「君はもう高校生になって、
自民族の基本的なことを身に付けないとだめだ。」といわれていて、民族学校に通っていた
お兄さんにも「キルキズ語でこんなに簡単な文章も書けないのか」といわれてから、私は
キルキズ族の人間として民族語をできるようにしようと意識した。」 
別的古麗「新疆班に入って、周りの民族が多くなったと気付いて、民族の概念をだんだ
ん重視するようになってきた。私の預科クラスではシベ族、トゥチャ族、モンゴル族など
13 の民族の人がおり、彼らは母語についてとても詳しかった。ところが、私は漢民族の学
校に通っていたため、双語教育を受けたことがなかった。高校 2 年まで、私はカザフ語で
話すことと聞くことしかできなかった。やはり自民族の文字は全然できないと恥ずかしい
と思って、放課後の時間を利用して、新疆班の学生の生活を管理するカザフ族の先生の下
で母語を勉強していた。両親は私に対して完全に放任主義だったので、民族語を勉強させ
ることはなかったし、すべてのことは自分がやりたいならやるという形だった。」 
也尓蘭「子どもの頃から学校で受けた教育から学んだのは、私たち少数民族は 56民族の
1つであり、私たちが暮らしている新疆も祖国の一部であるということだ。中華文化と民族
文化を区別して、どちらのほうをより重点的に保持していきたいといった考えがあまりな
かった。ところが、現代の生活というと、大きな環境は中華文化で、小さい環境は民族文
化であり、どっちを捨ててもだめだ。北京の生活は漢民族環境であったため、ウイグル語
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の読み書きをあまりしなかったし、ウイグル文化と接触する機会もほとんどなかったので、
ウイグル語を忘れないように、普段から少なくとも全体の 3 割以上は民族語（ウイグル語
とカザフ語）のミュージックを聞くように心がけた。」 
 
第3節 新疆班の卒業後 
4.3.1 新疆班の振り返り 
新疆班の 4 年を通してどこが成長してきたのか、今は自分の人生を振り返ると、新疆班
はどのような影響をもたらしたと思うかと筆者が質問して、3人は以下のように語った。 
吐尼克「当初は新疆班に入って、家と離れて何回も何回も悔しかったことがあった。今
は全然そうは思わなく、新疆班政策にとても感謝している。4年間の内地生活を通して、自
分の視野が広くなって、新疆の地元の友達との考え方が違うと気が付いた。新疆班を卒業
しても、私は国家政策や新聞について関心を持っていて、よくそれらを自分の民族、自分
の故郷とつなげて真剣に考えているけど、実家の友達はあまり関心がなさそうだ。新疆班
では、先生はすべての民族に対して平等主義であることを重視し、私たちは漢民族と同じ
中国人であるのだと思っていた。でも、大学に入り、学校は新疆からの少数民族に対して
特別な関心があるため、他人からの特別な目線が少し気になった。例えば、期末テストの
時、私は隣の広東省出身の学生と同じ答えを書いてあったが、結局成績の点数は絶対違っ
た。それは、先生たちが新疆生に対しての「優遇」という暗黙ルールがあった。その点は
ちょっと受け入れにくかった。」 
筆者は「大人になって、自分の民族文化についてどう考えているか」と聞き、吐尼克は
「異文化環境で長い時間生活すると、逆に自分の民族の文化を保護したい。近年、私はキ
ルキズ語を忘れないように、練習として、キルキズ語のラジオを自覚的に聴いている。去
年父が買ってきたキルキズ語の雑誌を常に読んで、暇なときにキルキズ語の音楽も聴く。
時々知り合いにキルキズ族の歴史を聞かれたことがあるから、私は自民族をより深く理解
するために、ウェブや図書館で資料を検索してポイントを覚えた。今度は相手にキルキズ
族の文化を流暢に紹介できる。」と答えた。 
別的古麗「新疆班教育を受けたことがある人と受けたことがない人の行動規範が違うと
思う。受けたことがある人は漢民族との人間関係を処理する能力がより高い。私の場合は、
大学で漢民族と一緒に寮で暮らし、異文化理解も問題解決面もよくできた。今まで感じた
のは、私の民族の女の子は漢民族より自由奔放なイメージで、バーやクラブに行くのは日
常だ。また、新疆から初めて内地の学校に入るカザフ族の子は新疆班出身の女の子より遊
び好きだ。しかし、お酒を飲まないし、鶏肉も食べないし、静かで全然遊ばなく極めて保
守的な少数民族の女の子もいる。」 
「中華民族のことやカザフ民族のことについてどう考えているか」 
「私は 56民族のうちで、人口が少ないので、少数民族になっているけれど、私にとって、
民族への帰属感と国家への帰属感は同じレベルだ。他の優秀な人材を輩出する少数民族と
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比べて、カザフ族はそんなに優秀ではないと思う。たぶんこれは激しい競争より、平穏な
生活のほうを送りたいと願う民族的な性格に関係があるかもしれない。私は中国の一員で
あり、民族と国家を区別するわけではないけど、国内でわが民族からいくつかの素晴らし
い人材が出てほしいなぁ。」 
「高校 2 年生の時、カザフ語の文字を勉強し始めたとさきほど言われたが、今も続けて
カザフ語を使っているか？」 
「今はあまり使わなくなった。私たちは毎日スマホをやって、一番多く使ったアプリは
ウィーチャットだ。母は漢語が分からないので、母の誕生日や祝祭日のお祝いをモーメン
ツにアップロードする以外、カザフ語の文字を使うことはほとんどない。だって、カザフ
語のわかるウィーチャットの友達は少ないからだ。民族言語を大切にしている友達もいる
けど、時々彼らがシェアしてくれたカザフ語の文章が読めない。90％のニュースは中央電
視台が報道されてから、地方のテレビ局がニュースを民族語に翻訳して放送したので、言
うまでもなく、一番早い情報を手に入れたいから、普段は漢語の新聞しか見ない。」 
也尓蘭の場合では、高校生活に比べ、大学ではそれほど大きな変化がなかった。大学の
専攻は人材資源管理だった。大学では、新疆からの人と接するだけではなく、全国各地域
から来た人とクラスメイトになり、友達を作り、その時と新疆班に入った時の適応段階と
は大体同じだと感じられた。ただし、家から離れて生活することに慣れたからかもしれな
いが、その時期の抑うつ気分が二度と出てこなかった。内地の人は彼が食べられないもの
がある習慣を知らなかったが、ちゃんと伝えれば、他人は自分のことを尊重してくれた。
ところで、初めて少数民族の習俗を知った漢民族は少なくないから、彼らにとって違和感
を持つのは当たり前だ。新疆班では、民族によって差別されたことがなかったけど、少数
民族であるため、非常識な経験はされたことがあった。だから、例え大学で外国人の友達
を作っても、彼は相手になぜ君はムスリムであるけど、礼拝しないのかといった変な質問
はしない。それは、彼も聞かれたことがあって、そういった問題は相手に気まずさを感じ
させることがすごくわかったからだ。なので、新疆班で学んだのは多様な文化に対して寛
容な心を持ち、相手の習俗を尊重し理解することだと彼が思う。也尓蘭は「自民族のこと
というと、この前に全国で流行っていた「中国新説唱」というヒップホップのオーディシ
ョン番組の 1 位と 2 位すべては新疆の少数民族の歌手だった。私たちは彼らの試合を観戦
し、彼らを応援し、結果が出た時みんなは泣きそう、とても興奮した。正直に言えば、民
族のことと関係なく、私たちは新疆人が試合に勝って誇りに思った。昨今、漢民族は少数
民族に対しての理解が薄い気がする。内地の漢民族より、新疆の漢民族のほうが私たちを
もっと理解すべきである。ここは暮らしやすいし、これも私が故郷に戻った原因の 1 つだ
った。」と語った。この番組を通して、この 2人は新疆の少数民族を代表して新しいイメー
ジが作れ、より多くの人に新疆の良さを知ってもらいたい。 
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4.3.2 進路の選択 
吐尼克「父と兄の影響を受けて医学について非常に興味を持っているので、大学では予
防医学を専攻した。去年、大学院入試の時に、父や兄と同じ大学新疆医科大学に出願しよ
うと思っていたのに、新疆の生活と比べてやはり広東のほうがいい。両親は私の決定をす
べて支持してくれる態度だった。とりあえず、修士課程を修了して、大学の附属病院でイ
ンターンをやってみたい。結婚については、以前は結婚相手が必ずキルキズ族の人である
と希望したけど、今は広東で 6 年間生活していて、関係の近い漢民族の友達と楽しく付き
合っているから、まあ、縁があれば、どんな民族でもいいか。ただ、親を説得することは
ちょっと難しいかも。（笑）」 
別的古麗「私にとって、勉強に重点を置いて、仕事で知識を活用して、人生を充実させ
ることは大切だ。私の専門を活用できてなおかつ将来有望なところというと、東部沿海地
域、特に珠江デルタだ。だから、大学を卒業して、内地に残りたいとしっかり決めた。仕
事を探しているとき、内地で何年ぐらい残りたいかとよく聞かれた。漢語は私の第二母語
であるため、言語については問題なかったし、少数民族であることも大きな関係がなかっ
たし、面接の決定要因は個人の能力だ。生活のほうは食事が最も不便であるけど、しょう
がないことだから、収入によって自炊かハラールレストランで済むか。私は自分に 10年の
期限を設定して、もしどのように努力しても、深圳で定住できないなら、実家に戻るつも
りだ。未来の結婚相手というと、自民族の彼氏を作りたい。そのほうが、共通の話題が多
いし、馴れる時間も少なくてすみ、最も重要なのは一緒に食事をできるから、お互いに付
き合いやすい。」 
也尓蘭「私は大学を卒業してから、上海の中小規模の人材派遣会社で 1 年間働いた。私
は大学入試の時、1回目の受験で合格できなくて、追加募集を出している非重点大学しか選
択できなかった。民族と関係なく、出身校は有名大学ではなかったため、半分の大手企業
の選考は 1 回目の書類選考の段階で落ちた。大手企業の選考はなかなか難しかったけど、
小企業のほうは比較的入りやすかった。その時、兄は既に南京で定住し、私は高校と大学
と 1 年間の仕事を合わせて 9 年間は家を離れ、毎回帰省するとき親と疎外感を感じていた
一方で、上海の家賃は高くて生活がカツカツになった。去年、親の希望に従って、やはり
親は老いていくし、今後は彼らとの時間を大切にしたいと考え、和田に戻ることにした。
実家での就活も結構順調で、和田市公安局で面接を受けたとき、面接官は志望者の個人能
力を考察する一方で、新疆では治安を維持するため、政策面では高等教育を受けたことが
ある若者がほしいから、実家のほうは内地より仕事を探しやすい。人生のパートナーにつ
いては、一年間付き合っているカザフ族の彼女がいて、来年ぐらいには結婚する予定だ。
実は大学で漢民族の彼女と恋をしたことがあったけど、結局は物事に対して意見が食い違
う場合が多かったから別れた。」 
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おわりに 
 
第 1節 本論文のまとめ 
 本論文では、先行研究、文献資料及びフィールドワークから得た統計データに対する分
析を通して、中国の少数民族、特に新疆で生活している少数民族の現状及び問題点を解明
したうえで、2000 年の秋、中国国務院より発表された「内地新疆班政策」の目標設定の達
成率、実施された状態及びその影響を明らかにした。以下では、各章で明らかにしたこと
をまとめる。 
 第 1 章では、中国における社会的弱者である少数民族の現状を整理し、民族政策におい
て国民統合を目指す国家の意図を明らかにした。第 1 節では、まず、全国人口の 8.49％に
過ぎない少数民族は漢民族と比べて、より厳しい自然環境で生活していて、言語・文字や
経済発展は極めて立ち遅れているだけでなく、民族分裂主義者の活動が活発化したことに
よる社会治安面でも厳しい挑戦に直面している。こういう辺境に暮らす少数民族を中国に
おける社会的弱者の典型と捉え、権利や発展の機会、生活上の物資調達などの面で不利な
条件があることで、社会的劣勢におかれている少数民族を本研究の調査対象として取り上
げた。次に、第 2節では、中国の 56民族がともに繁栄・発展するために、民族区域自治は
民族問題を解決する基本的政策として、国家の重要な政治制度に位置付けられていること
を示した。この指導方針の下で、中国政府は少数民族と漢民族の間の経済的格差を是正す
るために、少数民族に対して「西部大開発」などの援助政策を取っている。教育面では、「民
族平等」を前提として、少数民族を対象とした内地新疆班政策、双語教育、大学入試でよ
り低い採用合格ラインを設けるなど様々な教育優遇政策と特別措置が取られていることを
述べた。 
 第 2 章では、47 民族を擁する新疆に注目したうえで、現代中国における民族教育政策と
して位置付けられる内地新疆班の重要性を解明した。そして内地新疆班に関する先行研究
の分析を通して、本研究の独創性を示した。第 1 節では、全国土の六分の一を占める新疆
において、かつてウイグル人を中心とするトルコ系民族の民族運動が起こったこと、現代
に入ってからもウルムチ騒乱のような暴動が発生していることを挙げ、このような分離独
立の動きが、国民統合という理念の実現にとっては最も危惧される問題であることを述べ
た。さらに、深刻な貧困問題にも言及した。2000 年末まで、新疆では低収入農牧民貧困人
口は約 329 万人であり、そのうち、44 万人は絶対貧困人口であり、特に新疆の南部に集中
している。以上の現状を踏まえ、国民統合のさらなる実現と社会的弱者救済の有効な措置
として、2つの課題を同時に意識して取られた解決策の 1つが、1990年代から出てきた「内
地新疆班」であることを指摘した。第 2節では、「内地新疆班」は新疆遊牧地域教育の遅れ
を改善し、少数民族人材の育成を促進するため、中国国務院が 2000年の秋から北京、上海、
南京などの 12 都市の 15 か所高校で、新疆の少数民族農牧民出身の子女へ転地エリート教
育を受ける機会を提供するものとして設けられた特別クラスであることを述べた。そして、
45 
 
従来の内地新疆班に関する先行研究は、民族優遇政策に関する理論的な展開を分析し、新
疆班の少数民族学生に関する教育支援の面で様々な提案を指摘し、現場で実践的な応用を
試みようとするものが多くみられる。しかしながら、本研究の関心は中国の発展地域にお
ける社会的弱者の視点から見る「民族クラス」であり、先行研究ではそういう視点からの
研究はない。内地新疆班を体験する学生たちのナショナル・アイデンティティとエスニッ
ク・アイデンティティはどのような変化があったのか、また、同じ新疆出身であっても、
北部新疆と南部新疆によって違いはあるのかどうかという問題意識を提起した。 
 第 3 章では、内地新疆班の実態を考察するために、北京で規模が一番大きな新疆班が設
けられている楊鎮第一中学を対象にして調査を行った。第 1 節では、青年期でアイデンテ
ィティの発展が重要であり、特に漢文化環境に置かれる少数民族の青少年は優遇的な教育
プログラムを受けているところで、理論的には、文化の違い、出身の違い、教育背景の違
いなどの要因によって、エスニック・アイデンティティとナショナル・アイデンティティ
の変化も違っていることを述べた。第 2 節では、内地新疆班という新疆の少数民族の青少
年に向けて、彼らを中国東部沿海地域でエリート教育を提供する優遇政策について、北京
で最大規模の新疆班学生を持っている楊鎮第一中学の新疆班学生を研究対象として、120人
に行ったアンケート調査の概要を示した。第 3 節では、アンケート調査からのデータを統
計的に分析した。まず、行動的側面のデータに基づいて、行動的側面のエスニック・アイ
デンティティでは、t検定を通して、北彊は南彊より高い得点であり、南北の平均点の差は
有意であることが分かった。新疆全体のナショナル・アイデンティティをエスニック・ア
イデンティティと比べると、ナショナル・アイデンティティの点数はエスニック・アイデ
ンティティより高いという結果が出てきた。認知的側面では、同じく t 検定を行ったとこ
ろ、北彊出身の学生のエスニック・アイデンティティは南彊出身の学生より高いことが示
された。認知的側面で、新疆全体のナショナル・アイデンティティをエスニック・アイデ
ンティティと比べると、エスニック・アイデンティティの点数はナショナル・アイデンテ
ィティより有意に高いという結果だった。また、新疆班プログラムが持つ経済面の援助に
対しての少数民族学生の満足度の調査結果は、北のほうの人たちが新疆班政策で楽になっ
たと感じており、南のほうの人たちはどちらかというと、大変になっていると感じている
ことがわかった。 
 第 4 章では、筆者と北京楊鎮第一中学の少数民族卒業生 3 名一人ひとりとの対話から生
み出された語りを通して、彼らの自己アイデンティティ形成過程で、内地新疆班の経験を
検討した。内地新疆班に入る前、内地新疆班の 4 年間、内地新疆班から卒業後の 3 つの段
階に分けて、それぞれの段階において、前章から得た統計的な結果を踏まえ、対象者たち
のアイデンティティ形成に関連があると考えられるライフストーリーを取り上げ、彼らの
話を分析した。 
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第 2節 研究調査から明らかになったこと 
 本論文は内地新疆班という少数民族向けの教育政策に関する中国国内における先行研究
に対し、批判と提言を試みるものでもあるが、研究調査を通じて以下のことを明らかにし
た。 
① 内地新疆班政策の発展は、中国の政治・経済体制の転換の歴史と、少数民族教育の改 
革の軌跡をそのまま反映した。それは中国の成長に伴う経済的・社会的要因の影響を受け
たことが明らかとなった。 
 具体的には、改革開放以来の民族教育は政治的イデオロギーを重視し、国民統合教育が
少数民族の言語や文化を維持・発展させる民族教育よりも優先されていた。1980 年代の内
地西蔵班は少数民族の人材を養成するために、初めて内地でチベット族に向けて中等教育
を試みた。西部地域の経済発展が進展し対外開放が進むにつれて、東部沿海都市は辺境地
域からの少数民族学生を受け入れ始めた。そして、1990 年代に、内地新疆班政策は西部大
開発政策の一環として捉えられた。政府は内地新疆班の少数民族学生へ経済的な援助を提
供することを通して、貧困家庭の教育負担はある程度軽減された。内地新疆班で少数民族
学生と漢民族学生を混在させ、漢文化環境で生活させることを通して、彼らの行動的側面
でのナショナル・アイデンティティを育むという目標の達成が図られた。 
② 内地新疆班における少数民族学生の現状を明らかにした。少数民族学生は漢民族に囲 
まれる環境で生活しているので、生活の場で漢文化から受けた影響が圧倒的に強い。言語
でも、マスメディアの利用でも、少数民族学生はそれらを積極的に受け入れる傾向が見ら
れる。 
調査から、新疆班の少数民族学生は小さい時から、国民教育を受け、行動規範を国に合
わせるような教育を受けているから、行動規範はエスニック・アイデンティティよりもナ
ショナル・アイデンティティのほうが高くなっている。しかし、新疆班に入ってから、自
分のエスニック・バックグラウンドに気づいていくことによって、認知的なものが段々変
化してきて、年齢が高くなればなるほど、ナショナル・アイデンティティより、エスニッ
ク・アイデンティティが強くなっている。 
 ところで、同じ新疆出身であっても、北部新疆と南部新疆によって学生のアイデンティ
ティの変化も違っている。経済発展の遅れている南彊より、北彊で生活している少数民族
はそれほど貧しい人々ではないので、子供に国民教育を受けさせると同時に、自民族の教
育の重視度も高くなっており、行動的側面でも、認知的側面でも、北彊出身の学生は南彊
出身の学生より高いエスニック・アイデンティティを持っているという結果が得られた。 
また、新疆班政策の経済的援助について、一部の貧困家庭に対して確かに子供の教育負
担は軽減されたが、南彊の大部分の少数民族家庭にとっては、弱者救済の効果が必ずしも
著しいとはいえない。北のほうの人たちが新疆班政策で楽になったと感じているが、南の
ほうの人たちはどちらかというと、大変になったと感じている。それは、遠方に子供を遣
らせるため、学費以外に、親が実際に多くの出費をしなければならないからであろう。生
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活が大変ななかエリート教育を子供たちに受けさせるために、貧しいが、新疆班に子供を
送り出すことによって、余計に大変な出費を強いられるのである。 
③ 内地新疆班政策が意味するもの。内地新疆班の募集規模は 2000年の 13校で 1000人 
から 2017年の 93校で 9880人まで段々増えてきた。2017年までの累積で、内地新疆班は合
計 9.01万人を受け入れた。全国の内地新疆班在籍生合計は 3.4万人がいる（2017年現在）。
全体的にみると、内地新疆班政策は少数民族の総合的な素質を向上させ、数多くの少数民
族人材を養成し、高品質な就職の実現を支援するものである。内地新疆班の授業料や大学
進学においてその役割を果たしている。しかし、問題点を抱えている面もあると実感して
きた。 
 新疆班において、少数民族出身の学生が自分の母語である民族語を使う場面が徐々に少
なくなることで、民族語を失っていく可能性がある。そこで、国民統合の下で、少数民族
の学生による民族語の回復と民族語を使う機会を提供することが大事である。しかし、ひ
たすらどちらかの言語のみに大きな力を注ぐのではなく、どのように適当なバランスを取
るのかが今後の課題になる。 
 また、内地新疆班のカリキュラムを見ると、漢語の習得と英語・パソコンなど卒業後の
就職確保に役に立つ要素が導入され、卒業生の安定的な就業を確保するための政策も次々
と打ち出されているので、政策面においては、「社会的弱者救済」と「教育による脱貧困」
からの人材養成という色が著しく強まる。つまり、バランスは「国民統合」から「社会的
弱者の救済」を経て、「自立の支援」になっている。この場合、統合の理論は「民族を超え
て団結」するだけではなく、「貧富の格差を超えて団結」するということになる。 
 
第 3節 今後の課題 
 本研究では、中国の少数民族教育における「内地新疆班政策」について、関連法規、文
献資料、調査統計データの分析を通して、内地新疆班の実態及び内地新疆班政策における
国民統合と弱者救済という目標設定の効果を検証したものである。関連法規に関する調査
をする際に、中国教育部の情報公開は透明さに欠け、公表された情報量に限界があると感
じた。そのため、調査から得た統計データに頼りすぎたきらいはある。しかし、データは
時効性があるため、確実かつ正確に予測するには限界がある。今後、さらに大きい規模の
質的調査と量的調査による検証が望ましい。以下では今後の課題について 3点を挙げた。 
 第 1 に、今回のアンケート対象者は 120 人で、聞き取れた対象者は 3 人しかいない。分
析結果以外にも、いくつかの可能性があると思う。ナショナル・アイデンティティも、エ
スニック・アイデンティティも、内地新疆班の経験によって、両方とも強まった人と、両
方ともあまり強くない人もいそうだ。今後は、より多くの内地新疆班経験者と内地新疆班
の経験を持たない人に対するアンケート及びインタビュー調査を行い、少数民族の学生た
ちのナショナル・アイデンティティとエスニック・アイデンティティを形成させ、違いが
出てくる要因を解明し、国家の視点から、内地新疆班が与えた深い影響と問題を探りたい。 
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 第 2 に、個別の教育機関における授業カリキュラムや、教育指導内容に関する内容の言
及が不十分であったため、今後の調査を通して、内地新疆班少数民族学生教育の問題点を
解明したい。 
 第 3 に、本研究では、外部環境の新たな視点を加え、内地新疆班に関する調査をやった
が、その外部環境は北京の文化・人文環境だけに限定した。しかし、文化・人文環境のほ
か、民族矛盾やその他の問題などが生じた際にメディアやニュースなどの影響を受け、少
数民族が排除される場合もあることに気づくことができなかった。また、中国の地域経済
発展の不平等により、中等教育機関における教育レベル及び少数民族学生受け入れ能力の
面において格差がある印象が残っている。新疆の少数民族学生を受け入れる経験が浅い中
等教育機関は、新疆班教育の質の保証及び少数民族学生教育の拡充にどのように取り組む
のか、また中央政府、地方政府は与えている支援をどう改善すべきなのか、今後の課題と
して考えていきたい。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
注 
 
注 1:中国の大家畜とは、羊と一歳未満の家畜以外の家畜を指すことである。 
注 2:中国国務院新聞弁公室（2000）『中国人権発展 50年』（白皮書） 
注 3:財政部（2006）「弱勢群体形成的社会経済背景分析」中華人民共和国中央人民政府のホ
ームページ、URL: http://www.gov.cn/ztzl/2006-01/26/content_173015.htm（参照
日:2019年 1月 25日） 
注 4:国家民族事務委員会経済発展局 国家統計局国民経済総合総合統計局編（2011）『中国
民族統計年鑑（2010）』 
注 5:文盲率＝100×15歳以上の識字率はゼロまたは低い人数/15歳以上の人数 
注 6:張天路（1993）『中国民族人口的演進』海洋出版社 
注 7:国家統計局人口和社会科技司 国家民族事務委員会経済発展司編（2013）『2000年人口
普査・中国民族人口資料』民族出版社 
注 8:「科教興国」とは、科学技術と教育に大きな力を投入して、人々の科学技術の素質を
向上させ、農業技術と農村経済レベルを上げ、工業技術のイノベーション能力を高め、
産業構造を調整し、現代科学技術で企業を武装し、ハイテク産業を発展し、国防近代
化を達成し、科学によって資源利用の開発や環境保護を行い、人々の生活の質と健康
レベルを向上させることなのである。 
注 9: 新井凛子、大谷順子（2016）「新疆ウイグル自治区の漢語教育に見る言語とアイデン
ティティの関係」『21世紀東アジア社会学』日中社会学会 62頁 
注 10:谷口洋志、胡水文、朱珉（2009）『現代中国の格差問題』同友館 65頁 
注 11:谷口洋志、胡水文、朱珉（2009）『現代中国の格差問題』同友館 66頁 
注 12:国家統計局農村社会経済調査司（2009）『中国農村貧困監測報告-2008』中国統計出版
社 54頁 
注 13: 教育部、国家発展改革委、財政部（2005）「教育部 国家発展改革委 財政部関於拡大
内地新疆高中班招生規模的意見」 
注 14:本研究では、漢民族的な共通の記念日は国慶節、レイバー・デーのようなことを指し
ている。少数民族的な共通の記念日はウイグル族、カザフ族、回族などイスラムの 3
大宗教祝日である犠牲祭、ラマダン、預言者生誕祭ということを指している。漢民族
的な祝祭日は春節、清明節、端午節、中秋節ということを指している。民族的な祝祭
日とは、例えば、ウイグル族特有の白雪節、キルキズ族の掉羅勃左節、カザフ族とタ
タール族などの民族しか持たない那吾魯孜節などの例が挙げられる。 
注 15：「大変軽減された」、「やや軽減された」、「どちらとも言えない」、「やや加重された」、
「大変加重された」の順に 5、4、3、2、1の得点を与え、加算尺度を構成した。X２は、
X２検定（chi-square test）における Pearsonのカイ二乗値で、Fは、分散分析におけ
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る F検定の数値である。有意確率は、* * *ｐ＜0.001 
注 16:西瓜の一種、食用の種子（瓜子）をとるための農物 
注 17:学生募集数が年々増加している内陸の高校のニーズにあった学生源を確保するため、
自治区党委員会が 2004 年 9 月から内陸の高校の模式を参照し、ウルムチ、カラマイ、
石河子、昌吉、奎屯、库尔勒、アケス及びクムルなど八つの都市で区内中学校を開校
し、新疆区内初中班よ呼ばれる。 
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付録 1:アンケート（日本語版） 
北京楊鎮第一中学の現役少数民族学生に向けアンケート 
性別:   ①男  ②女 民族:         族 クラス幹事であるか: ①はい②いい
え 
年齢:     才 学年:①預科クラス②高校一年生③高校二年生④高校三年生 
住所:          市           県（鎮）          村 
世代:  父   母   兄    人   姉    人   弟    人   妹    人 
父の職種: ①農牧民 ②出稼ぎ労働者 ③公務員 ④教育関係者 ⑤自営業者⑥司法警察職
員⑦医師  ⑧無職 ⑨その他          
母の職種: ①農牧民 ②出稼ぎ労働者 ③公務員 ④教育関係者 ⑤自営業者⑥司法警察職
員⑦医師  ⑧無職 ⑨その他          
世帯月平均所得（人民元）:①600以下 ②600-1000 ③1000-3000 ④3000以上 
 
1． 北京に来る前、バイリンガル教育（民族語・中国語）を受けたことがありますか？ 
□ない 
□ある  →                 年生から初めて                民族先生       
2． 今迄、あなたの中国語の習熟度は？ 
聞く：□非常に良い □良い □平均的 □悪い □非常に悪い 
話す：□非常に良い □良い □平均的 □悪い □非常に悪い 
読む：□非常に良い □良い □平均的 □悪い □非常に悪い 
書く：□非常に良い □良い □平均的 □悪い □非常に悪い             
3． 結婚の問題を考えると、あなたの理想の結婚相手は？ 
□少数民族の人         □漢民族           □縁があれば、誰でもいい 
4． 以下の場合で何言語をよく使いますか？ 
親との会話      □漢語       □漢語と民族語混用  □民族語 
友人との会話   □漢語       □漢語と民族語混用  □民族語 
学校で      □漢語       □漢語と民族語混用  □民族語 
普段の生活で   □漢語       □漢語と民族語混用  □民族語 
公共の場合で   □漢語       □漢語と民族語混用  □民族語     
5． 周りの友達は 
□少数民族の友達が多い    
□半々   
□漢民族の友達が多い 
6． 民族語の雑誌と本を読みますか？ 
□あまり読まない □やや読まない  □どちらとも言えない □やや読む □よく読む 
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7． 自民族のダンスをよくしますか？ 
□あまりしない □ややしない   □半分ぐらい    □ややする     □よくする 
8． 民族語の音楽をよく聞きますか？ 
□あまり聞かない □やや聞かない   □どちらとも言えない □やや聞く □よく聞く 
9． 学校で、民族語の使用頻度は？ 
□あまり使わない □やや使わない   □半分ぐらい    □やや使う      □よく使う 
10．自民族行動規範、習俗をずっと守っていますか？  
□あまりしない  □ややしない  □どちらとも言えない  □ややする   □よくする       
11．学校以外、少数民族が多い場所へよくいきますか？  
□あまり行かない □やや行かない □どちらとも言えない □やや行く □よく行く           
12. ラマダン明けのような伝統的な民族祝日を学校でも過ごしますか？ 
□あまりしない □ややしない   □どちらとも言えない   □ややする   □よくする 
13． 以下の媒体では、何言語をよく使いますか？ 
SNS       □漢語          □民族語     □どちらとも言えない           
ラジオやテレビ  □漢語          □民族語     □どちらとも言えない 
雑誌や本     □漢語          □民族語     □どちらとも言えない 
14． 漢語の雑誌と本を読みますか？ 
□あまり読まない □やや読まない □どちらとも言えない  □やや読む □よく読む 
15． ジャズ、ヒップホップなどのダンスをしますか？ 
□あまりしない □ややしない   □半分ぐらい    □ややする     □よくする 
16． 漢語の流行音楽をよく聞きますか？ 
□あまり聞かない □やや聞かない  □どちらとも言えない  □やや聞く □よく聞く 
17． 学校で、漢語を使う頻度は？ 
□あまり使わない □やや使わない   □半分ぐらい    □やや使う      □よく使う 
18． 端午節の時に粽を食べるような漢民族の習俗を持っていますか？  
□あまりしない □ややしない   □半分ぐらい    □ややする     □よくする       
19．学校以外、漢民族が多い場所へよくいきますか？  
□あまり行かない □やや行かない □どちらとも言えない □やや行く □よく行く           
20．国慶節のような国家記念日を過ごしますか？ 
□あまりしない □ややしない   □どちらとも言えない   □ややする   □よくする 
21． 北京へ来てから、一番難しいことは？ 
□勉強面            □人間関係             □生活費          □生活環境 
□食事生活        □コミュニケーション             □その他               
22. これからの十年（大学卒業後）について、どんな計画を持っていますか？ 
□故郷に戻って、新疆の発展に貢献したい            
□内地に居残り、よりよい生活の為に頑張っていきたい   
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□海外に行く 
□決めていない                             
23．以下の話について、どう思いますか？ 
□1全くそう思わない□2ややそう思わない□3どちらでも言えない□4ややそう思う□5と
てもそう思う 
1～5の点数をつけてください。 
・中国を誉める新聞記事を読むと気分がよい。                  □ 
・中国に起きる事件に関心がある。                       □ 
・中国の歴史人物をたくさん知っている。                    □ 
・中国人であることを誇らしく思う。                      □ 
・唐詩宋詞などの国学文化をもっと勉強したい。                 □ 
・オリンピックで興味がある試合を観戦するとき、中国チームを応援する。     □ 
・漢族の名前はかっこいい。                          □ 
・可能であれば内地で住みたい。                        □ 
24．以下の話について、どう思いますか？ 
□1全くそう思わない□2ややそう思わない□3どちらでも言えない□4ややそう思う□5と
てもそう思う 
1～5の点数をつけてください。 
・新疆を誉める記事や文章を読むと気分がよい。                 □ 
・新疆に起きる事件に関心がある。                    □ 
・自民族の歴史人物をたくさん知っている。                                      □ 
・私は少数民族であることを誇らしく思う。                                      □ 
・時間があれば、自民族の伝統文化をもっと勉強したい。                          □ 
・国内で地区間スポーツ試合を観戦すれば、新疆チームを応援する。                □ 
・私の民族語の名前はかっこいい。                                              □ 
・可能であれば永遠に新疆で住みたい。                                          □ 
25．新疆班で様々な減免制度や補助金制度があり、新疆班に入ることは親にとって、教育
負担が軽減されたと思いますか？ 
□大変加重された  
□やや加重された  
□どちらとも言えない  
□やや軽減された   
□大変軽減された 
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付録 2:アンケート（中国語版） 
关于北京杨镇第一中学少数民族学生的内高班生活问卷调查 
性别:   ①男  ②女 民族: 是否为学生干部: ①是 ②否 
年龄:         岁 年级:①预科年级   ②高一   ③高二   ④高三 
家庭所在地:          市           县（镇）          村 
家庭是否申请最低生活保障（低保）:     ①是      ②否 
家庭成员:  父亲   母亲   哥哥    人   姐姐    人   弟弟    人   妹妹    人 
父亲的教育水平: ①小学及以下 ②初中 ③高中或中专 ④大学（专科或本科）⑤研究生 
母亲的教育水平: ①小学及以下  ②初中  ③高中或中专 ④大学（专科或本科）⑤研究生 
父亲的职业: ①农牧民 ②进城务工人员/工人 ③公务员 ④教育科研工作者 ⑤个体经营 
⑥司法军警   ⑦医护人员  ⑧下岗待业 ⑨其他          
母亲的职业: ①农牧民 ②进城务工人员/工人③公务员 ④教育科研工作者 ⑤个体经营户 
⑥司法军警  ⑦医护人员  ⑧下岗待业 ⑨其他          
家庭人均月收入（人民币）:①600以下  ②600-1000  ③1000-3000  ④3000以上 
 
1．来北京之前，您接受过双语教育（少数民族语、汉语）吗？ 
□没接受过 
□接受过  →                 年级开始               族老师      
2．目前，您觉得您的汉语掌握水平是？ 
听：□优秀      □较好     □好      □良好     □差 
说：□优秀      □较好     □好      □良好     □差 
读：□优秀      □较好     □好      □良好     □差 
写：□优秀      □较好     □好      □良好     □差 
3．假设是 n年后，您在以恋爱以及结婚为目的的异性交往中，您会选择哪一民族？ 
□少数民族                 □汉族               □随缘，不刻意选择 
4．在以下场景中，您使用汉语的频度是？ 
和父母聊天      □汉语       □汉语和少数民族语混用  □少数民族语 
和朋友聊天     □汉语       □汉语和少数民族语混用  □少数民族语 
在学校      □汉语       □汉语和少数民族语混用  □少数民族语 
日常生活       □汉语       □汉语和少数民族语混用  □少数民族语 
公共场合       □汉语       □汉语和少数民族语混用  □少数民族语     
5．您身边的好友 
□本民族居多    
□一半一半 
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□汉族居多 
6．平时会读少数民族语的杂志和书吗？ 
□不读           □不怎么读       □说不上       □有时会读      □经常读 
7．经常跳本民族的舞蹈吗？ 
□不跳           □不怎么跳      □一半一半      □有时会跳       □经常跳 
8．经常听少数民族语的音乐吗？ 
□不听           □不怎么听       □说不上       □有时会听       □经常听 
9．在学校使用民族语的频率是？ 
□不使用         □不怎么使用    □一半一半      □有时会使用     □经常使用 
10．您一直遵守着本民族的习俗及行为规范吗？  
□不遵守        □有时不        □一半一半      □有时遵守       □一直遵守       
11．除了学校之外，您经常去少数民族聚集的地方吗？  
□不去           □不怎么去      □一半一半      □有时去        □经常去           
12. 在学校也过开斋节等传统民族节日吗？ 
□不过           □不怎么过      □一半一半      □有时过         □经常过 
13．您一般用什么语言使用以下几种媒体工具？ 
社交软件     □汉语         □少数民族语     □说不上           
收音机和电视   □汉语         □民族語         □说不上 
杂志和书     □汉语        □民族語         □说不上 
14．您平时阅读汉语的书籍和杂志吗？ 
□不读           □不怎么读      □说不上        □有时读        □经常读 
15．您平时跳爵士、hippop等舞蹈吗？ 
□不跳           □不怎么跳      □说不上        □有时跳         □经常跳 
16．您经常听中文的流行音乐吗？ 
□不听           □不怎么听      □说不上        □有时听         □经常听 
17．在学校时您使用中文的频率是？ 
□不用           □不怎么用      □一半一半      □有时用         □经常用 
18．您平时会保持端午节吃粽子这样的汉民族的传统习俗吗？  
□不会           □有时不        □说不上        □有时会         □经常会       
19．出了学校，您经常去汉族人多的地方吗？  
□不去           □不怎么去      □说不上        □有时去        □经常去           
20．您平时会过国庆节这样的国家纪念日吗？ 
□不会           □有时不        □说不上        □有时会         □经常会 
21．来到北京之后，您觉得面临的最大困难是？ 
□学习           □人际交往             □生活费用          □生活环境 
□饮食           □语言交流             □其他                                       
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22. 目前，您对未来十年（大学毕业后）有什么规划吗？ 
□回到故乡，为新疆的发展效力            
□留在内地，为以后过上更好的生活而奋斗 
□出国 
□不知道                            
23．对于以下场景，您的态度是？ 
1分：反对     2分：有点反对     3分：保持中立    4分：有点赞同    5分：非常赞同 
请用 1～5进行打分。 
・读到赞扬中国的新闻报道时，自己也会很激动。                 □ 
・我对国家发生的大事十分关心。                          □ 
・我对中国历史很了解。                                    □ 
・我以身为一个中国人而自豪。                            □ 
・我想学习更多的唐诗宋词，书法乐理等国学文化。                □ 
・看到奥运会感兴趣的项目时，我会为中国队加油助威。                       □ 
・中文的名字很酷。                                   □ 
・如果有机会的话我以后想定居在内地。                     □ 
24．对于以下场景，您的态度是？ 
1分：反对     2分：有点反对     3分：保持中立    4分：有点赞同    5分：非常赞同 
请用 1～5进行打分。 
・看到赞美新疆的新闻或者公众号时，我也很自豪。                □ 
・我对新疆发生的大事十分关心。                            □ 
・我对本民族的英雄人物、历史文化很熟知。                                      □ 
・私以身为少数民族的一员而感到自豪。                                          □ 
・我想再深入了解本民族的历史文化以及习俗。                                    □ 
・观看国内区域间的体育比赛时，我会给新疆队加油助威。                          □ 
・我的少数民族语的名字很酷。                                                  □ 
・如果不考虑工作经济等因素，我想要永远在新疆定居。                            □ 
25．您认为内高班的学费减免政策，是否减轻了家里的经济负担？ 
□大大加重了    
□加重了一点   
□没什么影响 
□减轻了一点    
□大大减轻了 
 
